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伊豆大島 冒頭 目次 目次
第５章　噴火警戒レベル５（山頂噴火・山腹噴火）
１　噴火警戒レベルと避難対応の目安

新たに目次に
≪詳細資料≫・・・・・・・・・・・・・・・・マ-67
・島内避難計画（避難対象地域別避難計画）・・・マ-67
・島外避難計画（避難港まで） ・・・・・・・・・・・・・・マ-72
・島外避難計画（避難港から受入港まで） ・・・・・マ-79　を追加

伊豆大島 冒頭 3 3
４　用語例
表　機関名等の標記

「気象庁地震火山部火山課火山監視」を「気象庁地震火山部火山監視課火山監視」に修正（２箇所）

伊豆大島 本編 本-1 本-1

第1部　伊豆大島の概要
第１章　基本情報
１　自然条件・社会条件
（２）社会条件

「町の人口は7,521人、世帯数は4,560世帯であり、海岸に沿って７つの集落（元町、北の山、岡田、泉津、野増、差木地、波
浮港）が形成されている（令和２年３月現在）。」　を
「町の人口は7,035人、世帯数は4,348世帯であり、海岸に沿って９つの集落（元町、北の山、岡田、泉津、野増、間伏、差木
地、クダッチ、波浮港）が形成されている（令和５年８月現在）。」　に修正

伊豆大島 本編 本-3 本-3
２　伊豆大島火山の概要
図　伊豆大島の地形図(気象庁，2013)

図を「図　伊豆大島の地形図(気象庁，2013)」から最新資料に更新
「図　伊豆大島の地形図(気象庁，2013)」から「図　伊豆大島の色別標高図と標準地図の重ね合わせ（地理院地図より作
成）」に変更

伊豆大島 本編 本-4 本-4
３　伊豆大島火山の噴火履歴
（１）形成史

「参考：新たに得られた伊豆大島火山新規大島層群噴火堆積物の放射性炭素年代」を
「参考：新たに得られた伊豆大島火山新期大島層群噴火堆積物の放射性炭素年代」に修正

伊豆大島 本編 本-20 本-20
図　伊豆大島1986年噴火の噴火口および噴出物
分布(阪口ほか，1998、気象庁，2013)

「1998」を「1988」に変更

伊豆大島 本編 本-22 本-22 ４　参考文献 「(1/5万地質図幅)」を削除

伊豆大島 本編 本-22 本-22 ４　参考文献 「地質調査月報」を地質調査所月報」に修正

伊豆大島 本編 本-22 本-22 ４　参考文献 新たに文献名「大島地域の地質」の備考欄に「地域地質研究報告(5万分の1 地質図幅), 地質調査所，133」を追加

伊豆大島 本編 本-22 本-22 ４　参考文献
「伊豆大島火山噴火緊急減災対策砂防計画(案)(平成23年３月)」を
「伊豆大島火山噴火緊急減災対策砂防計画(平成30年３月)」に修正

伊豆大島 本編 本-22 本-22 ４　参考文献 「東京都建設局河川部(2011)」を「東京都建設局河川部(2018)」に修正

伊豆大島 本編 本-25 本-25－本-26
第２章　想定される火山活動等
４　火山ハザードマップ

「「伊豆大島火山噴火危険範囲予測データベース作成委託（東京都建設局河川部, 2012）」において、数値シミュレーション
が実施されている。」を
「東京都建設局河川部にてプレアナリシス型リアルタイムハザードマップのシミュレーションが実施されている。」に修正

伊豆大島 本編 本-25 本-25－本-26
第２章　想定される火山活動等
４　火山ハザードマップ

「※下図の電子データは、防災科学技術研究所のHPから」を「※下図の電子データは、大島町のHPから」に修正

伊豆大島 本編 本-25 本-25－本-26 ４　火山ハザードマップ
「http://vivaweb2.bosai.go.jp/v-hazard/L_read/58izu-oshima/58izu-o_1h01-L.pdf」を
「https://www.town.oshima.tokyo.jp/soshiki/bousai/bousai-kazan.html」に修正

伊豆大島 本編 本-25 本-25－本-26 図　伊豆大島火山防災マップ(大島町，1994) 最新の情報に修正

伊豆大島 本編 本-25 本-25－本-26 図　伊豆大島火山防災マップ(大島町，1994) 「(大島町，1994)」「(大島町，令和3年6月)」に修正
伊豆大島 本編 本-26 本-27 ５　噴火警戒レベル 「入山規制や避難勧告等の防災対応をとる。」を「入山規制や避難指示等の防災対応をとる。」に修正
伊豆大島 本編 本-26 本-27 図　伊豆大島の噴火警戒レベル（表面） 最新の情報に修正

伊豆大島 本編 本-26 本-27 図　伊豆大島の噴火警戒レベル（表面） 新たに「（令和３年12月, 気象庁）」を追加

伊豆大島 本編 本-27 本-28 図　伊豆大島の噴火警戒レベル（裏面） 最新の情報に修正

伊豆大島 本編 本-27 本-28 図　伊豆大島の噴火警戒レベル（裏面） 「（平成29年５月, 気象庁）」を「（令和３年12月, 気象庁）」に修正

伊豆大島 本編 本-29 本-30 ６　参考文献
「伊豆大島火山噴火緊急減災対策砂防計画(案)(平成23年３月)」を
「伊豆大島火山噴火緊急減災対策砂防計画(平成30年３月)」に修正

伊豆大島 本編 本-29 本-30 ６　参考文献 「東京都建設局河川部(2011)」を「東京都建設局河川部(2018)」に修正

伊豆大島 本編 本-29 本-30 ６　参考文献 伊豆大島火山防災マップの備考欄「大島町（1994）」を「大島町（2021）」に修正

伊豆大島 本編 本-29 本-30 ６　参考文献
伊豆大島火山防災マップの備考欄「伊豆大島火山噴火危険範囲予測データベース作成委託(平成24年4月) 」を
「リアルタイムハザードマップデータベース作成委託（大島支庁管内）」に修正

伊豆大島 本編 本-29 本-30 ６　参考文献 伊豆大島火山防災マップの備考欄「東京都建設局河川部(2012) 」を「東京都建設局河川部(2023)」に修正

伊豆大島 本編 本-33 本-34

第２部　平常時からの備え
第３章　防災関係機関等との連携
２　伊豆大島火山防災協議会
表　伊豆大島火山防災協議会の概要

「○避難勧告・指示、警戒区域の」を「○避難指示、警戒区域の」に修正

伊豆大島 本編 本-35 本-36

第３部　避難計画
第１章　基本方針等
１　基本方針
（２）避難対象者に応じた避難
≪参考≫

「高齢者や障害者など、避難行動や避難生活などにおいて特に配慮を必要とする者」を
「高齢者、障害者、難病患者、妊産婦、乳幼児、外国人等、避難行動や避難生活などにおいて特に配慮を必要とする者」に
修正

伊豆大島 本編 本-36 本-37
２　噴火警戒レベルと避難対応の目安
（４）噴火警戒レベル４

「以下のような状況に応じた登山道規制を行う。
　　　ア　山頂噴火または居住地域から遠い場所で発生する山腹噴火」　を
「警戒が必要な居住地域での避難準備、災害時避難行動要支援者の避難等を行う。
　　　ア　移住地域に重大な被害を及ぼす噴火が発生、あるいは切迫している状態」　に修正

伊豆大島 本編 本-36 本-37 （５）噴火警戒レベル５
「以下のような状況に応じた登山道規制、あるいは立入規制を行う。」を
「居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が発生あるいは切迫している状態にある。一般住民・避難行動要支援者の島内避
難または島外避難、来島者の島外避難を行う。」に修正

伊豆大島 本編 本-41 本-42
第２章　火山活動が活発化した場合の対応
４　噴火警報・予報の伝達

・「噴火警報・予報は、」を「噴火警報・予報等は、」に修正（3箇所）
・「※二重枠で囲まれている機関は、気象業務法施行令第８条第１号の規定に基づく噴火警報の法定通知先」を「※二重枠
で囲まれている機関は、気象業務法施行令第８条第１号及び第９条の規定に基づく噴火警報の法定通知先」に修正
・新たに「※噴火速報、火山の状況に関する解説情報（臨時の発表であることを明記したもの）等も噴火警報・予報に準じて
伝達される。」を追加

伊豆大島 本編 本-44 本-45
第４章　警戒区域
１　警戒区域の設定・解除
（２）警戒区域の解除

「または火山防災連絡事務所」を「または火山防災連絡事務所長」に修正

伊豆大島 本編 本-46 本-47
第５章　避難情報
１　避難情報の発令
（１）避難情報の発令

「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正

伊豆大島 本編 本-46 本-47 （１）避難情報の発令 「「避難勧告」もしくは「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

伊豆大島 本編 本-46 本-47 （１）避難情報の発令 「「避難勧告」または「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

伊豆大島 本編 本-46 本-47 （１）避難情報の発令
「危険が及ぶおそれがあると認める場合は、屋内での待避等の安全確保措置の」を
「危険が及ぶおそれがあり、かつ、事態に照らし緊急を要すると認める場合は、緊急安全確保措置の」に修正

伊豆大島 本編 本-46 本-47 （２）都への報告 「支庁長を経由し、」を削除

伊豆大島 本編 本-46 本-47 （３）「避難準備・高齢者等避難開始」の発令基準 「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正（3箇所）

伊豆大島 本編 本-46 本-47 （３）「避難準備・高齢者等避難開始」の発令基準 「避難支援等関係者に「避難準備」を伝達する。」を「避難支援等関係者に避難の準備を伝達する。」に修正

伊豆大島 本編 本-47 本-48 （４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準 「「避難勧告」・「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

伊豆大島 本編 本-47 本-48 （４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準 「「避難勧告」および「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

伊豆大島 本編 本-47 本-48 （４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準
「または住民等の安全確保のため必要と判断した場合に発令し、緊急を要するときは「避難指示（緊急）」を発令する。」を
「または住民等の安全確保のため必要と判断した場合に発令する。」に修正

伊豆大島 本編 本-47 本-48 表　島外避難の判断要素 「震度５程度の有感地震」を「震度５程度の地震」に修正

伊豆大島 本編 本-48 本-49
２　避難情報の伝達
（２）避難情報の伝達内容

「ペット」を「動物」に修正

伊豆大島 本編 本-49 本-50

第６章　避難対応
２　一般住民の島内避難
（１）避難方法
イ　避難場所への直接避難

「避難勧告もしくは避難指示（緊急）を発令するいとまがない場合、または火山活動の状況や」を
「高齢者等避難もしくは避難指示が発令されなくても、火山活動の状況や」に修正

伊豆大島 本編 本-50 本-51 図　島内避難の方法
「避難勧告等を発令するいとまがない、地域の実情等により必要」を
「高齢者等避難もしくは避難指示が発令されなくても、火山活動の状況や地域の実情等により必要な場合」に修正

伊豆大島 本編 本-54 本-55
４　児童・生徒等の避難
（１）避難情報の伝達

「避難準備・高齢者等避難開始、避難勧告、避難指示（緊急）」を「高齢者等避難、避難指示」に修正（2箇所）

伊豆大島 本編 本-55 本-56
５　避難行動要支援者の避難
（１）避難の基準
表　避難行動要支援者の避難の基準

「避難準備・高齢者等避難開始、避難勧告、避難指示（緊急）」を「高齢者等避難、避難指示」に修正（2箇所）

伊豆大島 本編 本-59 本-60

第８章　避難生活
１　島内での避難生活
（３）救援体制
ア　食料・生活必需品等の供給
（ア）食料の供給

「支庁を経由し、」を削除
「福祉保健局」を「福祉局」に修正

伊豆大島 本編 本-59 本-60 （イ）生活必需品等の供給
「支庁を経由し、」を削除
「福祉保健局」を「福祉局」に修正

伊豆大島 マニュアル編 マ-1 マ-1
【マニュアル編】
第1部　全体・共通事項
第１章　マニュアル編の構成

「≪詳細資料≫」を「≪詳細資料≫・・・・・・・67」に修正

伊豆大島 マニュアル編 マ-6 マ-6
第４章　防災関係機関の対応
１　噴火警報・予報の伝達
図　噴火警報・予報の伝達系統

・「噴火警報・予報」を「噴火警報・予報等」に修正(3箇所）
・「※二重枠で囲まれている機関は、気象業務法施行令第８条第１号の規定に基づく噴火警報の法定通知先」を「※二重枠
で囲まれている機関は、気象業務法施行令第８条第１号及び第９条の規定に基づく噴火警報の法定通知先」に修正
・新たに「※噴火速報、火山の状況に関する解説情報（臨時の発表であることを明記したもの）等も噴火警報・予報に準じて
伝達される。」を追加

伊豆大島 マニュアル編 マ-7 マ-7
第４章　防災関係機関の対応
３　避難情報の発令
（１）避難情報の発令

「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正

伊豆大島 マニュアル編 マ-7 マ-7 （１）避難情報の発令 「「避難勧告」もしくは「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

伊豆大島 マニュアル編 マ-7 マ-7 （１）避難情報の発令 「「避難勧告」または「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

伊豆大島 マニュアル編 マ-7 マ-7 （１）避難情報の発令
「危険が及ぶおそれがあると認める場合は、屋内での待避等の安全確保措置の」を
「危険が及ぶおそれがあり、かつ、事態に照らし緊急を要すると認める場合は、緊急安全確保措置の」に修正

伊豆大島 マニュアル編 マ-7 マ-7 （２）都への報告 「支庁長を経由し、」を削除

伊豆大島 マニュアル編 マ-7 マ-7 （３）「避難準備・高齢者等避難開始」の発令基準 「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正（3箇所）

伊豆大島 マニュアル編 マ-7 マ-7 （３）「避難準備・高齢者等避難開始」の発令基準 「避難支援等関係者に「避難準備」を伝達する。」を「避難支援等関係者に避難の準備を伝達する。」に修正

伊豆大島 マニュアル編 マ-7 マ-7 （４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準 「「避難勧告」・「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

伊豆大島 マニュアル編 マ-7 マ-7 （４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準 「「避難勧告」および「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

伊豆大島 マニュアル編 マ-7 マ-7 （４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準
「または住民等の安全確保のため必要と判断した場合に発令し、緊急を要するときは「避難指示（緊急）」を発令する。」を
「または住民等の安全確保のため必要と判断した場合に発令する。」に修正

伊豆大島 マニュアル編 マ-8 マ-8 表　島外避難の判断要素 「震度５程度の有感地震」を「震度５程度の地震」に修正

伊豆大島 マニュアル編 マ-34－マ-35 マ-34－マ-35 ３　各機関の対応 ３　各機関の対応の表の掲載ページを最新のページに修正

伊豆大島 マニュアル編 マ-46－マ-47 マ-46－マ-47 ３　各機関の対応 ３　各機関の対応の表の掲載ページを最新のページに修正

伊豆大島 マニュアル編 マ-52 マ-52 ■各機関の役割（◎：島外避難のみ） 新たに表に火山防災連絡事務所と、その役割に「・島内の移送経路・方法の検討」を追加

伊豆大島 マニュアル編 マ-56 マ-56 ３　各機関の対応 ３　各機関の対応の表の掲載ページを最新のページに修正

伊豆大島 マニュアル編 マ-57 マ-57 ３　各機関の対応 ３　各機関の対応の表の掲載ページを最新のページに修正

伊豆大島 附属資料 附-4 - 附-5 附-4 - 附-5

【附属資料編】
４　港・空港等
（１）港
（２）空港・ヘリポート

「平成29年４月１日現在」を「東京都地域防災計画震災編（令和元年修正）」に修正　（３箇所）

伊豆大島 附属資料 附-8 附-8 資料第３　東京港係留施設 「令和元年12月現在」を「東京都地域防災計画震災編（令和元年修正）」に修正

伊豆大島 附属資料 附-11 附-11
資料第４　移送手段
２　船舶
（２）第三管区海上保安本部

船名「はやかぜ」の総トン数を「23」から「19」に修正、全長を「20」から「18」に修正

伊豆大島 附属資料 附-11 附-11 （２）第三管区海上保安本部 船名「はやかぜ」の全長を「20」から「17」に修正

伊豆大島 附属資料 附-11 附-11 （２）第三管区海上保安本部 船名「ゆりかぜ」の総トン数を「23」から「26」に修正

伊豆大島 附属資料 附-11 附-11 （２）第三管区海上保安本部 船名「おおすみ」から「さがみ」に修正

伊豆大島 附属資料 附-11 附-11 （２）第三管区海上保安本部 船名「いず」の総トン数を「1,500」から「3,500」に修正

伊豆大島 附属資料 附-11 附-11 （２）第三管区海上保安本部 船名「きりかぜ」の総トン数を「23」から「26」に修正

伊豆大島 附属資料 附-11 附-11 （２）第三管区海上保安本部 船名「きりかぜ」の幅を「4.3」から「4.5」に修正

伊豆大島 附属資料 附-11 附-11 （２）第三管区海上保安本部 船名「しおかぜ」を削除

伊豆大島 附属資料 附-11 附-11 （２）第三管区海上保安本部 船名「たまかぜ」を削除

伊豆大島 附属資料 附-11 附-11 （２）第三管区海上保安本部 「令和元年12月現在」を「令和4年10月現在」に修正

伊豆大島 附属資料 附-12 附-12 （３）海上自衛隊（横須賀） 新たに船名「まや」、総トン数「8,200」、全長「170.0」、最大幅「21.0」、喫水「6.2」を追加

伊豆大島 附属資料 附-12 附-12 （３）海上自衛隊（横須賀） 新たに船名「もがみ」と「くまの」、総トン数「3,900」、全長「133.0」、最大幅「16.3」、喫水「4.7」を追加

伊豆大島 附属資料 附-12 附-12 （３）海上自衛隊（横須賀） 新たに船名「ひらど」、総トン数「690」、全長「67.0」、最大幅「11.0」、喫水「2.7」を追加

伊豆大島 附属資料 附-12 附-12 （３）海上自衛隊（横須賀） 「令和元年12月現在」を「令和4年11月現在」に修正

伊豆大島 附属資料 附-13 附-13
３　航空機
（１）東京消防庁

機体名「ひばり」の型式を「ユーロコプター式」から「レオナルド式」に修正

伊豆大島 附属資料 附-13 附-13 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」の巡航速度を「252」から「235」に修正

伊豆大島 附属資料 附-13 附-13 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」の航続時間を「５時間54分」から「6時間11分」に修正

伊豆大島 附属資料 附-13 附-13 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」の航続距離を「1,105」から「1,206」に修正

伊豆大島 附属資料 附-13 附-13 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」の座席数（乗員含む。）を「23」から「21」に修正

伊豆大島 附属資料 附-13 附-13 （１）東京消防庁
機体名「ひばり」の座席数（乗員含む。）を
「ターボメカ式1,877馬力×２基」から「ゼネラル・エレクトリック式2,104馬力×２基」に修正

伊豆大島 附属資料 附-13 附-13 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」の消火装置（容量）を「胴体下部取付式」から「胴体下部吊下げ式」に修正

伊豆大島 附属資料 附-13 附-13 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」のスリング（最大つり下げ重量）を「3,000」から「2,800」に修正

伊豆大島 附属資料 附-13 附-13 （１）東京消防庁 「令和元年12月現在」を「令和4年11月現在」に修正

伊豆大島 附属資料 附-14 附-14 （２）警視庁
表を最新の情報に修正
「令和元年12月現在」を「令和５年４月現在」に修正

伊豆大島 附属資料 附-15 附-15
（３）第三管区海上保安本部
ア　機種・型式

羽田航空基地と巡視船「あきつしま」搭載機の型式を「ユーロコプター式」から「エアバス・ヘリコプターズ式」に修正
「巡視船「おおすみ」搭載機」から「巡視船「さがみ」搭載機」に修正

伊豆大島 附属資料 附-15 附-15
（３）第三管区海上保安本部
イ　性能

シコルスキー７６Ｄの搭載能力の物資（kg）を「235」から「96」に修正

伊豆大島 附属資料 附-15 附-15 （３）第三管区海上保安本部 「令和元年12月現在」を「令和4年10月現在」に修正

伊豆大島 附属資料 附-16 附-16 （４）陸上自衛隊・航空自衛隊
CH４７J（大型ヘリ）とＵＨ－６０Ｊ（中型）の使用燃料を「ＪＰ－４Ａ」から「ＪｅｔＡ－１＋」に修正
「令和２年１月現在」を「令和５年９月現在」に修正

伊豆大島 附属資料 附-17 附-17
資料第５　関係機関連絡先
１　官公署

所在地「元町字オンダシ222-1」を「元町字赤禿90-14」に修正

伊豆大島 附属資料 附-17 附-17
資料第５　関係機関連絡先
１　官公署

所在地「元町字オンダシ222-1」を「元町字赤禿90-14」に修正

伊豆大島 附属資料 附-25 附-25
資料第７　広報文例・表示板等例
１　広報文例
（３）避難準備・高齢者等避難開始

「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正（3箇所）

伊豆大島 附属資料 附-25 附-25 （３）避難準備・高齢者等避難開始 「“evacuation preparation” and 」を削除

伊豆大島 附属資料 附-26 附-26 （４）島内避難 「避難勧告/指示」を「避難指示」に修正（2箇所）
伊豆大島 附属資料 附-26 附-26 （４）島内避難 「“evacuation recommendation/order” 」を「 “evacuation order”」に修正

伊豆大島 附属資料 附-33 附-33
資料第８　火災防災に関する情報
１　気象庁が発表する情報
（１）噴火警報・予報

「噴火警報は、生命に危険を及ぼす火山現象」を「噴火警報は、噴火に伴って、生命に危険を及ぼす火山現象」に修正

伊豆大島 附属資料 附-33 附-33 （１）噴火警報・予報 「その拡大が予想される場合に」を「その危険が及ぶ範囲の拡大が予想される場合に」に修正

伊豆大島 附属資料 附-33 附-33 （１）噴火警報・予報
「噴火警報を解除する場合等には、」を
「火山活動の状況が静穏である場合、あるいは火山活動の状況が噴火警報には及ばない程度と予想される場合には」に
修正

伊豆大島 附属資料 附-33 附-33 （２）噴火警戒レベル 「避難準備」を「高齢者等避難」に修正

伊豆大島 附属資料 附-33 附-33 （２）噴火警戒レベル
「火山防災協議会で合意された避難計画等に基づき、」を
「火山防災協議会で合意された避難開始時期・避難対象地域の設定に基づき、」に修正

伊豆大島 附属資料 附-33 附-33 （２）噴火警戒レベル 「入山規制や避難勧告等の防災対応をとる。」を「入山規制や避難指示等の防災対応をとる。」に修正

伊豆大島 附属資料 附-33 附-33 （２）噴火警戒レベル 噴火警戒レベルの図を最新の情報に更新

伊豆大島 附属資料 附-34 附-34 （３）噴火速報
「①噴火警報が発表されていない常時観測火山において」を
「①噴火警報が発表されていない常時観測火山（※1）において」に修正

伊豆大島 附属資料 附-34 附-34 （３）噴火速報
「②噴火警報が発表されている常時観測火山（※1）において、噴火警戒レベルの引き上げや」を
「②噴火警報が発表されている常時観測火山において、噴火警戒レベルの引上げや」に修正

伊豆大島 附属資料 附-34 附-34 （３）噴火速報 「伊豆諸の火山では」を「伊豆諸島の火山では」に修正

伊豆大島 附属資料 附-34 附-34 （４）降灰予報 「火山活動か活発化した場合に」を「火山活動が活発化した場合に」に修正

伊豆大島 附属資料 附-37 附-37
（６）その他の情報等の火山の状況に関する解説
情報

「火山の状況に関する解説情報（臨時）」を発表する。を
「火山の状況に関する解説情報（臨時）」が発表される。に修正

火山避難計画修正箇所一覧【伊豆大島】
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火山避難計画修正箇所一覧【伊豆大島】

伊豆大島 附属資料 附-37 附-37 （６）その他の情報等
「写真や図表を用いて、火山の活動の状況や警戒事項について、定期的または必要に応じて臨時に解説する資料」を
「写真や図表等を用いて、火山の活動の状況や警戒事項等について、解説するため、随時及び定期的に公表される資料」
に修正

伊豆大島 附属資料 附-37 附-37 （６）その他の情報等

「噴火（ごく小規模なものは除く。）が発生したときに、発生時刻や噴煙高度等を知らせる情報。おおむね30分以上、連続的
に継続している噴火について、その状態が継続している場合には「連続噴火継続」、停止した場合には「連続噴火停止」と
知らせる。」を
「噴火が発生したことや、噴火に関する情報（噴火の発生時刻・噴煙高度・噴煙の流れる方向・噴火を伴って観測された火
山現象等）を噴火後直ちに知らせる情報。」に修正

伊豆大島 附属資料 附-37 附-37 （６）その他の情報等 「火山現象に関する海上警報は、」を削除

伊豆大島 附属資料 附-37 附-37 （６）その他の情報等

「航空機のための火山灰情報として、航空路火山灰情報が提供されている。火山灰は、航空機のエンジンに吸い込まれる
とエンジンが停止したり、操縦席の風防ガラスに衝突すると擦りガラス状になり視界が利かなくなったり、飛行場に堆積する
と離着陸できなくなるなど、火山灰による被害は多岐にわたる。このような被害を回避するため、火山灰の分布や拡散予測
を含む航空路火山情報（VAA）の提供を行う航空路火山灰情報センター（VAAC）を世界9か所に設置することになり、日本
においては、気象庁が東京VAACとして、民間航空会社、航空関係機関、気象監視局、他のVAACにVAAを提供してい
る。」　を
「噴火による火山灰が航空機の運航に与える影響を回避するために発表する航空路上の火山灰情報（火山灰の分布や拡
散予測,VAA）。
予報期間は最大で18時間。気象庁が、東アジアおよび北西太平洋地域を担当する航空路火山灰情報センター（東京
VAAC）として、民間航空会社、航空関係機関、気象監視局にVAAを提供している。東京VAACは東アジア・北西太平洋及
び北極圏の一部に対する監視と情報提供を担当している。」　に修正

伊豆大島 附属資料 附-38 附-38
２　国土交通省が発表する情報
（１）土砂災害緊急情報

「避難勧告等の防災情報を」を「避難指示等の防災情報を」に修正

伊豆大島 附属資料 附-38 附-38
３　市町村等が発表する情報
（１）避難準備・高齢者等避難開始

「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正（3箇所）

伊豆大島 附属資料 附-38 附-38 （１）避難準備・高齢者等避難開始 「必要と認める地域の居住者等に対し」を「必要と認める地域の必要と認める居住者等に対し」に修正

伊豆大島 附属資料 附-38 附-38 （１）避難準備・高齢者等避難開始 「居住者等は、非常用持ち出し品などを用意するなど、避難準備を行う。」を削除

伊豆大島 附属資料 附-38 附-38 （１）避難準備・高齢者等避難開始 新たに「また、居住者等は、非常用持出品などを用意するなど、避難準備や、自主的な避難を行う。」追加

伊豆大島 附属資料 附-38 附-38 （２）避難勧告、避難指示（緊急） 「避難勧告、避難指示（緊急）」を「避難指示」に修正

伊豆大島 附属資料 附-38 附-38 （２）避難勧告、避難指示（緊急） 「避難勧告」および「避難指示（緊急）」を「避難指示」に修正

伊豆大島 附属資料 附-38 附-38 （２）避難勧告、避難指示（緊急）

「避難勧告は、危険が迫り避難が必要と認める地域の居住者等に対し、避難のための立退きを促すものである。避難指示
（緊急）は、より危険が切迫している場合、避難が必要と認める地域の居住者等に対して、避難のための立退きを指示する
ものである。」を
「避難指示は、避難が必要と認める地域の必要と認める居住者等に対して、避難のための立退きを指示するものである。」
に修正

伊豆大島 附属資料 附-38 附-38 （２）避難勧告、避難指示（緊急）

「また、避難のための立退きを行うことがかえって危険な場合には、屋内での安全の確保を行うことが指示されることもあ
る。」を
「また、避難のための立退きを行うことがかえって危険であり、かつ、事態に照らし緊急を要する場合には、近傍の堅固な建
物への退避、屋内の屋外に面する開口部から離れた場所での退避等、緊急に安全を確保することが指示されることもあ
る。」に修正

伊豆大島 附属資料 附-41 附-41
資料第９　火山用語
【た】

テフラの説明について、
「火山噴火によって大気中に噴出され、地表に堆積した降下火山砕屑物の総称。」を
「火山噴火によって噴出された火山砕屑物の総称。」に修正

伊豆大島 附属資料 附-44 附-44 （参考）
「・火山活動解説資料（web版）「火山」の用語に関する解説（気象庁）」を
「・気象庁が噴火警報等で用いる用語集（気象庁）」に修正
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新島 冒頭 2 2
４　用語例
表　機関名等の標記

「気象庁地震火山部火山課火山監視」を「気象庁地震火山部火山監視課火山監視」に修正

新島 冒頭 2 2
４　用語例
表　機関名等の標記

「海上保安庁第三管区海上保安本部」を「第三管区海上保安本部」に修正

新島 本編 本-1 本-2

第1部　新島の概要
第１章　基本情報
１　自然条件・社会条件
（１）自然条件

「面積は22.97㎢、南北11.5㎞東西2.5㎞の」を「面積は23.87㎢、南北11.5㎞東西3.2㎞の」に修正

新島 本編 本-1 本-2 （１）自然条件 「面積は3.67㎢、南北2.3㎞東西3.0㎞で、」を「面積は3.67㎢、南北2.5㎞東西2.9㎞で、」に修正

新島 本編 本-1 本-2 （１）自然条件
「島内は最も高い神引山(かんびきやま)が98.8mと起伏の少ない台地状の地形となっている。」を
「島内は最も高い標高が100ｍ程度と起伏の小さい台地状の地形となっている。」に修正

新島 本編 本-1 本-2 （２）社会条件 「村の人口は2,720」を「村の人口は2,479 」に修正

新島 本編 本-1 本-2 （２）社会条件 「世帯数は1,383世帯」を「世帯数は1,321 世帯」に修正

新島 本編 本-1 本-2 （２）社会条件 「本村は1,893人」を「本村は1,750人」に修正

新島 本編 本-1 本-2 （２）社会条件 「若郷は304人」を「若郷は257人 」に修正

新島 本編 本-1 本-2 （２）社会条件 「式根島は523人 」を「式根島は472人」に修正

新島 本編 本-1 本-2 （２）社会条件 「（平成31年２月現在）」を「（令和５年３月現在）」に修正

新島 本編 本-4 本-4
２　新島火山の概要
図　新島、式根島の地形図(気象庁, 2013)

図を「図　新島、式根島の地形図(気象庁，2013)」から最新資料に更新
「図　新島、式根島の地形図(気象庁, 2013)」を「図　新島、式根島の色別標高図と標準地図の重ね合わせ（地理院地図より
作成）」に変更

新島 本編 本-13 本-13 ４　参考文献 新たに文献名に「新島火山噴火緊急減災対策砂防計画（令和4年７月）」、備考に「東京都建設局河川部（2022）」を追加

新島 本編 本-13 本-13 ４　参考文献
新たに文献名に「伊豆諸島、新島火山宮塚山イベント以降のテフラ層序と噴火史」、
備考に「小林 淳・青木かおり・村田 晶則・西澤 文勝・鈴木 毅彦(2020)火山,65巻,21-40」を追加

新島 本編 本-16 本-16
第２章　想定される火山活動等
４　火山ハザードマップ

新たに「「降灰後の土石流」については、東京都建設局河川部にてプレアナリシス型リアルタイムハザードマップのシミュ
レーションが実施されている。」を追加

新島 本編 本-16 本-16 ４　火山ハザードマップ
「https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/005/835/H30kyougikai/niijima_n.pdf」を
「https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/023/260/niijima.pdf」に修正

新島 本編 本-22 本-22 ５　噴火警戒レベル 「入山規制や避難勧告等の防災対応をとる。」を「入山規制や避難指示等の防災対応をとる。」に修正

新島 本編 本-22 本-22 図　新島の噴火警戒レベル（表面） 最新の情報に修正

新島 本編 本-22 本-22 図　新島の噴火警戒レベル（表面） 「（令和元年７月, 気象庁）」を「（令和３年12月, 気象庁）」に修正

新島 本編 本-23 本-23 図　新島の噴火警戒レベル（裏面） 最新の情報に修正

新島 本編 本-23 本-23 図　新島の噴火警戒レベル（裏面） 「令和元年７月, 気象庁）」を「（令和３年12月, 気象庁）」に修正

新島 本編 本-25 本-25 ６　参考文献
新たに文献名に「新島火山噴火緊急減災対策砂防計画（令和４年７月）」、備考に「東京都建設局河川部（2022）」を追加
新たに文献名に「リアルタイムハザードマップデータベース作成委託（大島支庁管内）」、備考に「東京都建設局河川部
（2023）」を追加

新島 本編 本-25 本-25 ４　参考文献
新たに文献名に「伊豆諸島、新島火山宮塚山イベント以降のテフラ層序と噴火史」、
備考に「小林 淳・青木かおり・村田 晶則・西澤 文勝・鈴木 毅彦(2020)火山,65巻,21-40」を追加

新島 本編 本-29 本-29

第２部　平常時からの備え
第２章　防災関連施設等
○新島村
図　防災関連施設等の位置（新島）

図上の「若郷避難施設」を「若郷防災コミュニティセンター」に修正

新島 本編 本-35 本-35
第３章　防災関係機関等との連携
２　新島火山防災協議会

「○避難勧告・指示、警戒区域の」を「○避難指示、警戒区域の」に修正

新島 本編 本-37 本-37

第３部　避難計画
第１章　基本方針等
１　基本方針
（２）避難対象者に応じた避難
≪参考≫

「高齢者や障害者等、避難行動や避難生活等において特に配慮を必要とする者」を
「高齢者、障害者、難病患者、妊産婦、乳幼児、外国人等、避難行動や避難生活等において特に配慮を必要とする者」に修
正

新島 本編 本-45 本-45
第２章　火山活動が活発化した場合の対応
４　噴火警報・予報の伝達

・「噴火警報・予報」を「噴火警報・予報等」に修正（3箇所）
・「※二重枠で囲まれている機関は、気象業務法施行令第８条第１号の規定に基づく噴火警報の法定通知先」を「※二重枠
で囲まれている機関は、気象業務法施行令第８条第１号及び第９条の規定に基づく噴火警報の法定通知先」に修正
・新たに「※噴火速報、火山の状況に関する解説情報（臨時の発表であることを明記したもの）等も噴火警報・予報に準じて
伝達される。」を追加

新島 本編 本-53 本-53
第５章　避難情報
１　避難情報の発令
（１）避難情報の発令

「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正

新島 本編 本-53 本-53 （１）避難情報の発令 「「避難勧告」もしくは「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

新島 本編 本-53 本-53 （１）避難情報の発令 「「避難勧告」又は「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

新島 本編 本-53 本-53 （１）避難情報の発令
「危険が及ぶおそれがあると認める場合は、屋内での待避等の安全確保措置の」を
「危険が及ぶおそれがあり、かつ、事態に照らし緊急を要すると認める場合は、緊急安全確保措置の」に修正

新島 本編 本-53 本-53 （２）都への報告 「支庁長（出張所長）を経由し、」を削除

新島 本編 本-53 本-53 （３）「避難準備・高齢者等避難開始」の発令基準 「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正（3箇所）

新島 本編 本-53 本-53 （３）「避難準備・高齢者等避難開始」の発令基準 「避難支援等関係者に「避難準備」を伝達する。」を「避難支援等関係者に避難の準備を伝達する。」に修正

新島 本編 本-54 本-54 （４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準 「「避難勧告」・「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

新島 本編 本-54 本-54 （４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準 「「避難勧告」は、噴火警戒レベル５が」を「「避難指示」は、噴火警戒レベル５が」に修正

新島 本編 本-54 本-54 （４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準
「または住民等の安全確保のため必要と判断した場合に発令し、緊急を要するときは「避難指示（緊急）」を発令する。」を
「または住民等の安全確保のため必要と判断した場合に発令する。」に修正

新島 本編 本-54 本-54
（４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準
表　島外基準の判断要素

「震度５程度の有感地震」を「震度５程度の地震」に修正

新島 本編 本-56 本-56
２　避難情報の伝達
（２）避難情報の伝達内容

「ペット」を「動物」に修正

新島 本編 本-71 本-71

第６章　避難対応
４　児童・生徒等の避難
○新島村
（１）避難情報の伝達

「避難準備・高齢者等避難開始、避難勧告、避難指示（緊急）」を「高齢者等避難、避難指示」に修正（2箇所）

新島 本編 本-71 本-71

第６章　避難対応
４　児童・生徒等の避難
○神津島村
（１）避難情報の伝達

「避難準備・高齢者等避難開始、避難勧告、避難指示（緊急）」を「高齢者等避難、避難指示」に修正（2箇所）

新島 本編 本-71 本-71

第６章　避難対応
４　児童・生徒等の避難
○利島村
（１）避難情報の伝達

「避難準備・高齢者等避難開始、避難勧告、避難指示（緊急）」を「高齢者等避難、避難指示」に修正

新島 本編 本-72 本-72
５　避難行動要支援者の避難
（１）避難の基準
表　避難行動要支援者の避難の基準

「避難準備・高齢者等避難開始、避難勧告、避難指示（緊急）」を「高齢者等避難、避難指示」に修正（4箇所）

新島 本編 本-75 本-75 ８　避難に際し住民のとるべき対応 「ペット」を「動物」に修正

新島 本編 本-75 本-76-77
第７章　避難に伴う対応措置
３　ペットの同行避難

「ペット」を「動物」に修正（5箇所）

新島 本編 本-78 本-78

第８章　避難生活
１　島内での避難生活
○新島村
（３）救援体制
ア　食料・生活必需品等の供給
（ア）食料の供給

「支庁を経由し、」を削除
「福祉保健局」を「福祉局」に修正

新島 本編 本-78 本-78 （イ）生活必需品等の供給
「支庁を経由し、」を削除
「福祉保健局」を「福祉局」に修正

新島 本編 本-78 本-78 （４）要配慮者対策 「（高齢者、障害者等）」を「（高齢者、障害者、難病患者、妊産婦、乳幼児、外国人など）」に修正

新島 本編 本-78 本-78 （５）ペット対策 「ペット」を「動物」に修正（3箇所）

新島 本編 本-80 本-80

○神津島村
（３）救援体制
ア　食料・生活必需品等の供給
（ア）食料の供給

「支庁を経由し、」を削除
「福祉保健局」を「福祉局」に修正

新島 本編 本-80 本-80 （イ）生活必需品等の供給
「支庁を経由し、」を削除
「福祉保健局」を「福祉局」に修正

新島 本編 本-80－本-81 本-80－本-81 （４）要配慮者対策 「（高齢者、障害者等）」を「（高齢者、障害者、難病患者、妊産婦、乳幼児、外国人など）」に修正

新島 本編 本-80－本-81 本-80－本-81 （５）ペット対策 「ペット」を「動物」に修正（3箇所）

新島 本編 本-82 本-82

○利島村
（３）救援体制
ア　食料・生活必需品等の供給
（ア）食料の供給

「支庁を経由し、」を削除

新島 本編 本-82 本-82 （イ）生活必需品等の供給 「支庁を経由し、」を削除

新島 本編 本-83 本-83 （４）要配慮者対策 「（高齢者、障害者等）」を「（高齢者、障害者、難病患者、妊産婦、乳幼児、外国人など）」に修正

新島 本編 本-83 本-83 （５）ペット対策 「ペット」を「動物」に修正（3箇所）

新島 本編 本-83－本-84 本-83－本-84 ２　島外での避難生活 「ペット」を「動物」に修正

新島 マニュアル編 マ-6 マ-6
第４章　防災関係機関の対応
１　噴火警報・予報の伝達
図　噴火警報・予報の伝達系統

・「噴火警報・予報の伝達」を「噴火警報・予報等の伝達」に修正(3箇所）
・「※二重枠で囲まれている機関は、気象業務法施行令第８条第１号の規定に基づく噴火警報の法定通知先」を「※二重枠
で囲まれている機関は、気象業務法施行令第８条第１号及び第９条の規定に基づく噴火警報の法定通知先」に修正
・新たに「※噴火速報、火山の状況に関する解説情報（臨時の発表であることを明記したもの）等も噴火警報・予報に準じて
伝達される。」を追加

新島 マニュアル編 マ-7 マ-7

マニュアル編】
第1部　全体・共通事項
第４章　防災関係機関の対応
３　避難情報の発令
（１）避難情報の発令

「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正

新島 マニュアル編 マ-7 マ-7 （１）避難情報の発令 「「避難勧告」もしくは「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

新島 マニュアル編 マ-7 マ-7 （１）避難情報の発令 「「避難勧告」又は「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

新島 マニュアル編 マ-7 マ-7 （１）避難情報の発令
「危険が及ぶおそれがあると認める場合は、屋内での待避等の安全確保措置の」を
「危険が及ぶおそれがあり、かつ、事態に照らし緊急を要すると認める場合は、緊急安全確保措置の」に修正

新島 マニュアル編 マ-7 マ-7 （２）都への報告 「支庁長（出張所長）を経由し、」を削除

新島 マニュアル編 マ-7 マ-7 （３）「避難準備・高齢者等避難開始」の発令基準 「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正（3箇所）

新島 マニュアル編 マ-7 マ-7 （３）「避難準備・高齢者等避難開始」の発令基準 「避難支援等関係者に「避難準備」を伝達する。」を「避難支援等関係者に避難の準備を伝達する。」に修正

新島 マニュアル編 マ-8 マ-8 （４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準 「「避難勧告」・「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

新島 マニュアル編 マ-8 マ-8 （４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準 「「避難勧告」は、噴火警戒レベル５が」を「「避難指示」は、噴火警戒レベル５が」に修正

新島 マニュアル編 マ-8 マ-8 （４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準
「または住民等の安全確保のため必要と判断した場合に発令し、緊急を要するときは「避難指示（緊急）」を発令する。」を
「または住民等の安全確保のため必要と判断した場合に発令する。」に修正

新島 マニュアル編 マ-8 マ-8
（４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準
表　島外基準の判断要素

「震度５程度の有感地震」を「震度５程度の地震」に修正

新島 マニュアル編 マ-9 マ-9 （５）避難情報の伝達体制の図 村から宿泊施設に連絡する際の観光協会の経由を削除

新島 マニュアル編 マ-26 マ-26
（２）避難対応
イ　来島者（島外避難）
■フロー図

村から来島者に呼びかけをする際の観光協会等の経由を削除

新島 マニュアル編 マ-38 マ-38
（２）避難対応
ウ　来島者（島外避難（新島村））
■フロー図

村から来島者に呼びかけをする際の観光協会等の経由を削除

新島 マニュアル編 マ-49 マ-49
第５章　噴火警戒レベル５
３　各機関の対応
■フロー図

３　各機関の対応の表の掲載ページを最新のページに修正

新島 マニュアル編 マ-56 マ-56
（２）避難対応
ウ　来島者（島外避難（新島村））
■フロー図

村から来島者に呼びかけをする際の観光協会等の経由を削除

新島 附属資料 附-2 附-2

【附属資料編】
資料第２　島内の防災関連施設等
２　船舶
本村

新島高等学校格技棟の面積「約787」を面積「約788」に修正

新島 附属資料 附-2 附-2

【附属資料編】
資料第２　島内の防災関連施設等
２　船舶
式根島

福祉センターの住所「式根島253」を「式根島255-1」に修正

新島 附属資料 附-3 附-3

【附属資料編】
４　港・空港等
（１）港
（２）空港・ヘリポート

「東京都地域防災計画（令和元年度版）」を「東京都地域防災計画震災編（令和元年修正）」に修正　（３箇所）

新島 附属資料 附-9 附-9
資料第２　島内の防災関連施設等
○神津島村

「東京都地域防災計画（令和元年度版）」を「東京都地域防災計画震災編（令和元年修正）」に修正　（３箇所）

新島 附属資料 附-13 附-13
○利島村
３　港・空港等

「東京都地域防災計画（令和元年度版）」を「東京都地域防災計画震災編（令和元年修正）」に修正

新島 附属資料 附-16 附-16 資料第３　東京港係留施設 「令和元年12月現在」を「東京都地域防災計画震災編（令和元年修正）」に修正

新島 附属資料 附-20 附-20 （４）第三管区海上保安本部 船名「はやかぜ」の総トン数を「23」から「19」に修正、全長を「20」から「18」に修正

新島 附属資料 附-20 附-20 （４）第三管区海上保安本部 船名「はやかぜ」の全長を「20」から「17」に修正

新島 附属資料 附-20 附-20 （４）第三管区海上保安本部 船名「ゆりかぜ」の総トン数を「23」から「26」に修正

新島 附属資料 附-20 附-20 （４）第三管区海上保安本部 船名「おおすみ」から「さがみ」に修正

新島 附属資料 附-20 附-20 （４）第三管区海上保安本部 船名「いず」の総トン数を「1,500」から「3,500」に修正

新島 附属資料 附-20 附-20 （４）第三管区海上保安本部 船名「きりかぜ」の総トン数を「23」から「26」に修正

新島 附属資料 附-20 附-20 （４）第三管区海上保安本部 船名「きりかぜ」の幅を「4.3」から「4.5」に修正

新島 附属資料 附-20 附-20 （４）第三管区海上保安本部 船名「しおかぜ」を削除

新島 附属資料 附-20 附-20 （４）第三管区海上保安本部 船名「たまかぜ」を削除

新島 附属資料 附-20 附-20 （４）第三管区海上保安本部 「令和元年12月現在」を「令和4年10月現在」に修正

新島 附属資料 附-21 附-21 （５）海上自衛隊（横須賀） 新たに船名「まや」、総トン数「8,200」、全長「170.0」、最大幅「21.0」、喫水「6.2」を追加

新島 附属資料 附-21 附-21 （５）海上自衛隊（横須賀） 新たに船名「もがみ」と「くまの」、総トン数「3,900」、全長「133.0」、最大幅「16.3」、喫水「4.7」を追加

新島 附属資料 附-21 附-21 （５）海上自衛隊（横須賀） 新たに船名「ひらど」、総トン数「690」、全長「67.0」、最大幅「11.0」、喫水「2.7」を追加

新島 附属資料 附-21 附-21 （５）海上自衛隊（横須賀） 「令和元年12月現在」を「令和4年11月現在」に修正

新島 附属資料 附-22 附-22
３　航空機
（１）東京消防庁

機体名「ひばり」の型式を「ユーロコプター式」から「レオナルド式」に修正

新島 附属資料 附-22 附-22 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」の巡航速度を「252」から「235」に修正

新島 附属資料 附-22 附-22 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」の航続時間を「５時間54分」から「6時間11分」に修正

新島 附属資料 附-22 附-22 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」の航続距離を「1,105」から「1,206」に修正

新島 附属資料 附-22 附-22 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」の座席数（乗員含む。）を「23」から「21」に修正

新島 附属資料 附-22 附-22 （１）東京消防庁
機体名「ひばり」の座席数（乗員含む。）を「ターボメカ式1,877馬力×２基」から「ゼネラル・エレクトリック式2,104馬力×２基」
に修正

新島 附属資料 附-22 附-22 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」の消火装置（容量）を「胴体下部取付式」から「胴体下部吊下げ式」に修正

新島 附属資料 附-22 附-22 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」のスリング（最大つり下げ重量）を「3,000」から「2,800」に修正

新島 附属資料 附-22 附-22 （１）東京消防庁 「令和元年12月現在」を「令和4年11月現在」に修正

新島 附属資料 附-23 附-23 （２）警視庁
表を最新の情報に修正
「令和２年１月現在」を「令和５年４月現在」に修正

新島 附属資料 附-24 附-24
（３）第三管区海上保安本部
ア　機種・型式

羽田航空基地と巡視船「あきつしま」搭載機の型式を「ユーロコプター式」から「エアバス・ヘリコプターズ式」に修正
「巡視船「おおすみ」搭載機」から「巡視船「さがみ」搭載機」に修正

新島 附属資料 附-24 附-24 イ　性能
シコルスキー７６Ｄの搭載能力の物資（kg）を「235」から「96」に修正
「令和２年１月現在」を「令和４年10月現在」に修正

新島 附属資料 附-25 附-25 （４）陸上自衛隊・航空自衛隊
CH４７J（大型ヘリ）とＵＨ－６０Ｊ（中型）の使用燃料を「ＪＰ－４Ａ」から「ＪｅｔＡ－１＋」に修正
「令和２年１月現在」を「令和５年９月現在」に修正

新島 附属資料 附-26 附-26
資料第５　関係機関連絡先
１　官公署

式根島支所の電話「04492-7-0444」を電話「04492-7-0004」に修正
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新島 附属資料 附-26 附-26
資料第５　関係機関連絡先
１　官公署

「令和元年12月現在」を「令和５年２月現在」に修正

新島 附属資料 附-26 附-26
資料第５　関係機関連絡先
２　医療機関

若郷診療所の所在地「新島村5新島村若郷１」を「新島村若郷１-5」に修正

新島 附属資料 附-26 附-26
資料第５　関係機関連絡先
２　医療機関

「令和元年12月現在」を「令和５年２月現在」に修正

新島 附属資料 附-26 附-26
資料第５　関係機関連絡先
３　学校等
（１）保育園

新島保育園所在地「新島村本村2-1-1」を「新島村本村4-11-14」に修正

新島 附属資料 附-26 附-26
資料第５　関係機関連絡先
３　学校等
（１）保育園

式根島保育園電話番号「04992-7-0135」を「電話番号「04992-7-0136」

新島 附属資料 附-26 附-26
資料第５　関係機関連絡先
３　学校等
（１）保育園

「令和元年12月現在」を「令和５年２月現在」に修正

新島 附属資料 附-31 附-31

資料第６　広報文例・表示板等例
１　広報文例
○新島村
（３）避難準備・高齢者等避難開始

「火山活動に伴う避難準備・高齢者等避難開始について」を「火山活動に伴う高齢者等避難について」に修正（３箇所）

新島 附属資料 附-31 附-31

資料第６　広報文例・表示板等例
１　広報文例
○新島村
（３）避難準備・高齢者等避難開始

「“evacuation preparation” and 」を削除

新島 附属資料 附-32 附-32 （４）島内避難 「避難勧告/指示」を「避難指示」に修正

新島 附属資料 附-32 附-32 （４）島内避難 「避難勧告/指示（緊急）」を「避難指示」に修正

新島 附属資料 附-32 附-32 （４）島内避難 「“evacuation recommendation/order” 」を「 “evacuation order”」に修正

新島 附属資料 附-33 附-33 （５）島外避難 「避難指示（緊急）」を「避難指示」に修正

新島 附属資料 附-34 附-34
○神津島村
（１）避難準備・高齢者等避難開始

「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正（3箇所）

新島 附属資料 附-34 附-34 （１）避難準備・高齢者等避難開始 「“evacuation preparation” and 」を削除

新島 附属資料 附-35 附-35 （２）島内避難 「避難勧告/指示」を「避難指示」に修正

新島 附属資料 附-35 附-35 （２）島内避難 「避難勧告/指示（緊急）」を「避難指示」に修正

新島 附属資料 附-35 附-35 （２）島内避難 「“evacuation recommendation/order” 」を「 “evacuation order”」に修正

新島 附属資料 附-36 附-36 （３）島外避難 「避難指示（緊急）」を「避難指示」に修正

新島 附属資料 附-37 附-37
○利島村
（１）避難準備・高齢者等避難開始

「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正（3箇所）

新島 附属資料 附-37 附-37 （１）避難準備・高齢者等避難開始 「“evacuation preparation” and 」を削除

新島 附属資料 附-38 附-38 （２）島内避難 「避難勧告/指示」を「避難指示」に修正

新島 附属資料 附-38 附-38 （２）島内避難 「避難勧告/指示（緊急）」を「避難指示」に修正

新島 附属資料 附-38 附-38 （２）島内避難 「“evacuation recommendation/order” 」を「 “evacuation order”」に修正

新島 附属資料 附-39 附-39 （３）島外避難 「避難指示（緊急）」を「避難指示」に修正

新島 附属資料 附-43 附-43
資料第７　火山防災に関する情報
１　気象庁が発表する情報
（１）噴火警報・予報

[「噴火警報は、生命に危険を及ぼす火山現象」を「噴火警報は、噴火に伴って、生命に危険を及ぼす火山現象」に修正

新島 附属資料 附-43 附-43 （１）噴火警報・予報 「その拡大が予想される場合に」を「その危険が及ぶ範囲の拡大が予想される場合に」に修正

新島 附属資料 附-43 附-43 （１）噴火警報・予報
「噴火警報を解除する場合等には、」を「火山活動の状況が静穏である場合、あるいは火山活動の状況が噴火警報には及
ばない程度と予想される場合には、」に修正

新島 附属資料 附-43 附-43 （２）噴火警戒レベル 「避難準備」を「高齢者等避難」に修正

新島 附属資料 附-43 附-43 （２）噴火警戒レベル
「火山防災協議会で合意された避難計画等に基づき、」を
「火山防災協議会で合意された避難開始時期・避難対象地域の設定に基づき、」に修正

新島 附属資料 附-43 附-43 （２）噴火警戒レベル 「入山規制や避難勧告等の防災対応をとる。」を「入山規制や避難指示等の防災対応をとる。」に修正

新島 附属資料 附-43 附-43
（２）噴火警戒レベル
図

噴火警戒レベルの図を最新の情報に更新

新島 附属資料 附-44 附-44 （３）噴火速報
「①噴火警報が発表されていない常時観測火山において」を「①噴火警報が発表されていない常時観測火山（※1）におい
て」に修正

新島 附属資料 附-44 附-44 （３）噴火速報
「②噴火警報が発表されている常時観測火山（※1）において、噴火警戒レベルの引き上げや」を
「②噴火警報が発表されている常時観測火山において、噴火警戒レベルの引上げや」に修正

新島 附属資料 附-44 附-44 （４）降灰予報 「火山活動か活発化した場合に」を「火山活動が活発化した場合に」に修正

新島 附属資料 附-47 附-47 （６）その他の情報等
「または判断に迷う場合に、「火山の状況に関する解説情報（臨時）」を発表する。」を
「または判断に迷う場合に、「火山の状況に関する解説情報（臨時）」が発表される。」に修正

新島 附属資料 附-47 附-47 （６）その他の情報等
「火山活動の状況を伝える必要があると判断した場合には、「火山の状況に関する解説情報」を適時発表する。」を
「火山活動の状況を伝える必要があると判断した場合には、「火山の状況に関する解説情報」が適時発表される。」に修正

新島 附属資料 附-47 附-47 （６）その他の情報等
「写真や図表等を用いて、火山の活動の状況や警戒事項について、定期的又は必要に応じて臨時に解説する資料」を
「写真や図表等を用いて、火山の活動の状況や警戒事項等について解説するため、随時及び定期的に公表される資料」に
修正

新島 附属資料 附-47 附-47 （６）その他の情報等

「噴火（ごく小規模なものは除く。）が発生したときに、発生時刻や噴煙高度等を知らせる情報。おおむね30分以上、連続的
に継続している噴火について、その状態が継続している場合には「連続噴火継続」、停止した場合には「連続噴火停止」と
知らせる。」を
「噴火が発生したことや、噴火に関する情報（発生時刻・噴煙高度・噴煙の流れる方向・噴火に伴って観測された火山現象
等）を噴火後直ちに知らせる情報。」
に修正

新島 附属資料 附-47 附-47 （６）その他の情報等
「火山現象に関する海上警報は、噴火の影響が海上や沿岸に及ぶおそれがある場合に発表される。」を
「噴火の影響が海上や沿岸に及ぶ恐れがある場合に発表される。」に修正

新島 附属資料 附-47 附-47 （６）その他の情報等

「航空機のための火山灰情報として、航空路火山灰情報が提供されている。火山灰は、航空機のエンジンに吸い込まれる
とエンジンが停止したり、操縦席の風防ガラスに衝突すると擦りガラス状になり視界が利かなくなったり、飛行場に堆積する
と離着陸できなくなるなど、火山灰による被害は多岐にわたる。このような被害を回避するため、火山灰の分布や拡散予測
を含む航空路火山情報（VAA）の提供を行う航空路火山灰情報センター（VAAC）を世界9か所に設置することになり、日本
においては、気象庁が東京VAACとして、民間航空会社、航空関係機関、気象監視局、他のVAACにVAAを提供してい
る。」　を
「噴火による火山灰が航空機の運航に与える影響を回避するために発表する航空路上の火山灰情報（火山灰の分布や拡
散予測,VAA）。
予報期間は最大で18時間。気象庁が、東アジアおよび北西太平洋地域を担当する航空路火山灰情報センター（東京
VAAC）として、民間航空会社、航空関係機関、気象監視局にVAAを提供している。東京VAACは東アジア・北西太平洋及
び北極圏の一部に対する監視と情報提供を担当している。」　に修正

新島 附属資料 附-48 附-48
２　国土交通省が発表する情報
（１）土砂災害緊急情報

「避難勧告等の防災情報を」を「避難指示等の防災情報を」に修正

新島 附属資料 附-48 附-48
３　市町村等が発表する情報
（１）避難準備・高齢者等避難開始

「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正（3箇所）

新島 附属資料 附-48 附-48 （１）避難準備・高齢者等避難開始 「必要と認める地域の居住者等に対し」を「必要と認める地域の必要と認める居住者等に対し」に修正

新島 附属資料 附-48 附-48 （１）避難準備・高齢者等避難開始 「居住者等は、非常用持ち出し品などを用意するなど、避難準備を行う。」を削除

新島 附属資料 附-48 附-48 （１）避難準備・高齢者等避難開始 新たに「また、居住者等は、非常用持出品などを用意するなど、避難準備や、自主的な避難を行う。」を追加

新島 附属資料 附-48 附-48 （２）避難勧告、避難指示（緊急） 「避難勧告、避難指示（緊急）」を「避難指示」に修正

新島 附属資料 附-48 附-48 （２）避難勧告、避難指示（緊急） 「「避難勧告」及び「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

新島 附属資料 附-48 附-48 （２）避難勧告、避難指示（緊急）

「避難勧告は、危険が迫り避難が必要と認める地域の居住者等に対し、避難のための立退きを促すものである。避難指示
（緊急）は、より危険が切迫している場合、避難が必要と認める地域の居住者等に対して、避難のための立退きを指示する
ものである。」を
「避難指示は、避難が必要と認める地域の必要と認める居住者等に対して、避難のための立退きを指示するものである。」
に修正

新島 附属資料 附-48 附-48 （２）避難勧告、避難指示（緊急）

「また、避難のための立退きを行うことがかえって危険な場合には、屋内での安全の確保を行うことが指示されることもあ
る。」を
「また、避難のための立退きを行うことがかえって危険であり、かつ、事態に照らし緊急を要する場合には、近傍の堅固な建
物への退避、屋内の屋外に面する開口部から離れた場所での退避等、緊急に安全を確保することが指示されることもあ
る。」に修正

新島 附属資料 附-52 附-52
資料第９　火山用語
【た】

テフラの説明について、
「火山噴火によって大気中に噴出され、地表に堆積した降下火山砕屑物の総称。」を
「火山噴火によって噴出された火山砕屑物の総称。」に修正

新島 附属資料 附-54 附-54 （参考）
「・火山活動解説資料（web版）「火山」の用語に関する解説（気象庁）」を
「・気象庁が噴火警報等で用いる用語集（気象庁）」に修正
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火　山 分　類
ページ番号

（R2.10）
ページ番号

（R5.7）
項　　　目 修正対応

神津島 冒頭 2 2
４　用語例
表　機関名等の標記

「気象庁地震火山部火山課火山監視」を「気象庁地震火山部火山監視課火山監視」に修正

神津島 冒頭 2 2
４　用語例
表　機関名等の標記

「海上保安庁第三管区海上保安本部」を「第三管区海上保安本部」に修正

神津島 本編 本-1 本-1

第1部　神津島の概要
第１章　基本情報
１　自然条件・社会条件
（２）社会条件

村の人口を「1,898 」から「1,855」に修正

神津島 本編 本-1 本-1 （２）社会条件 世帯数を「917」から「808」に修正

神津島 本編 本-1 本-1 （２）社会条件 「（平成31年１月現在）」から「（令和２年10月現在）」に修正

神津島 本編 本-4 本-4
２　神津島火山の概要
図　神津島の地形図(気象庁, 2013)

図を「図　神津島の地形図(気象庁，2013)」から最新資料に更新
図を「図　神津島の地形図(気象庁, 2013)」から「図　神津島の色別標高図と標準地図の重ね合わせ（地理院地図より作
成）」に変更

神津島 本編 本-6 本-6
（２）有史以降の火山活動
表　神津島火山の有史以降の噴火及び地震活動

表に新たに　7～9世紀の噴火について追記
引用元に新たに「村上ほか（2021）」を追記

神津島 本編 本-11 本-11 ４　参考文献
新たに文献名に「神津島火山噴火緊急減災対策砂防計画（令和４年７月）」、備考に「東京都建設局河川部（2022）」を追加
新たに文献名に「伊豆諸島，神津村における過去3万年間のテフラ層序と噴火史」、備考に「村田 昌則・小林 淳・青木かお
り・高橋尚志・西澤 文勝・鈴木 毅彦(2021)地学雑誌,130巻,379-402」を追加

神津島 本編 本-14 本-14
第２章　想定される火山活動等
４　火山ハザードマップ

新たに「「降灰後の土石流」については、東京都建設局河川部にてプレアナリシス型リアルタイムハザードマップのシミュ
レーションが実施されている。」を追加

神津島 本編 本-14 本-14 ４　火山ハザードマップ
「https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/005/835/H30kyougikai/kouzu_n.pdf」を
「https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/023/260/kouzu.pdf」に修正

神津島 本編 本-20 本-20 ５　噴火警戒レベル 「入山規制や避難勧告等の防災対応をとる。」を「入山規制や避難指示等の防災対応をとる。」に修正

神津島 本編 本-20 本-20 図　神津島の噴火警戒レベル（表面） 最新の情報に修正

神津島 本編 本-20 本-20 図　神津島の噴火警戒レベル（表面） 「（令和元年7月, 気象庁）」を「（令和３年12月, 気象庁）」に修正

神津島 本編 本-21 本-21 図　神津島の噴火警戒レベル（裏面） 最新の情報に修正

神津島 本編 本-21 本-21 図　神津島の噴火警戒レベル（裏面） 「（令和元年7月, 気象庁）」を「（令和３年12月, 気象庁）」に修正

神津島 本編 本-23 本-23 ６　参考文献

新たに文献名に「神津島火山噴火緊急減災対策砂防計画（令和４年７月）」、備考に「東京都建設局河川部（2022）」を追加
新たに文献名に「リアルタイムハザードマップデータベース作成委託（大島支庁管内）」、備考に「東京都建設局河川部
（2023）」を追加
新たに文献名に「伊豆諸島，神津村における過去3万年間のテフラ層序と噴火史」、備考に「村田 昌則・小林 淳・青木かお
り・高橋尚志・西澤 文勝・鈴木 毅彦(2021)地学雑誌,130巻,379-402」を追加

神津島 本編 本-28 本-28
第２部　平常時からの備え
第２章　防災関連施設等
○新島村

新たに「１　避難施設」を追加

神津島 本編 本-31 本-31
第３章　防災関係機関等との連携
２　神津島火山防災協議会
表　神津島火山防災協議会の概要

「○避難勧告・指示、警戒区域の」を「○避難指示、警戒区域の」に修正

神津島 本編 本-33 本-33

第３部　避難計画
第１章　基本方針等
１　基本方針
（２）避難対象者に応じた避難
≪参考≫

「高齢者や障害者等、避難行動や避難生活などにおいて特に配慮を必要とする者」を
「高齢者、障害者、難病患者、妊産婦、乳幼児、外国人等、避難行動や避難生活などにおいて特に配慮を必要とする者」」
に修正

神津島 本編 本-41 本-41
第２章　火山活動が活発化した場合の対応
４　噴火警報・予報の伝達

・「噴火警報・予報」を「噴火警報・予報等」に修正（3箇所）
・「※二重枠で囲まれている機関は、気象業務法施行令第８条第１号の規定に基づく噴火警報の法定通知先」を「※二重枠
で囲まれている機関は、気象業務法施行令第８条第１号及び第９条の規定に基づく噴火警報の法定通知先」に修正
・新たに「※噴火速報、火山の状況に関する解説情報（臨時の発表であることを明記したもの）等も噴火警報・予報に準じて
伝達される。」を追加

神津島 本編 本-48 本-48
第５章　避難情報
１　避難情報の発令
（１）避難情報の発令

「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正

神津島 本編 本-48 本-48 （１）避難情報の発令 「「避難勧告」もしくは「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

神津島 本編 本-48 本-48 （１）避難情報の発令 「「避難勧告」又は「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

神津島 本編 本-48 本-48 （１）避難情報の発令
「危険が及ぶおそれがあると認める場合は、屋内での待避等の安全確保措置の」を
「危険が及ぶおそれがあり、かつ、事態に照らし緊急を要すると認める場合は、緊急安全確保措置の」に修正

神津島 本編 本-48 本-48 （２）都への報告 「支庁長（出張所長）を経由し、」を削除

神津島 本編 本-48 本-48 （３）「避難準備・高齢者等避難開始」の発令基準 「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正（3箇所）

神津島 本編 本-49 本-49 （３）「避難準備・高齢者等避難開始」の発令基準 「避難支援等関係者に「避難準備」を伝達する。」を「避難支援等関係者に避難の準備を伝達する。」に修正

神津島 本編 本-49 本-49 （４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準 「避難勧告」・「避難指示（緊急）」を「避難指示」に修正

神津島 本編 本-49 本-49 （４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準 「「避難勧告」は、噴火警戒レベル５が」を「「避難指示」は、噴火警戒レベル５が」に修正

神津島 本編 本-49 本-49 （４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準
「又は住民等の安全確保のため必要と判断した場合に発令し、緊急を要するときは「避難指示（緊急）」を発令する。」を
「又は住民等の安全確保のため必要と判断した場合に発令する。」に修正

神津島 本編 本-49 本-49
（４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準
表　島外基準の判断要素

「震度５程度の有感地震」を「震度５程度の地震」に修正

神津島 本編 本-51 本-51
２　避難情報の伝達
（２）避難情報の伝達内容

「ペット」を「動物」に修正

神津島 本編 本-61 本-61
第６章　避難対応
４　児童・生徒等の避難
（１）避難情報の伝達

「避難準備・高齢者等避難開始、避難勧告、避難指示（緊急）」を「高齢者等避難、避難指示」に修正（2箇所）

神津島 本編 本-62 本-62
５　避難行動要支援者の避難
（１）避難の基準
表　避難行動要支援者の避難の基準

「避難準備・高齢者等避難開始、避難勧告、避難指示（緊急）」を「高齢者等避難、避難指示」に修正（4箇所）

神津島 本編 本-63 本-63 ８　避難に際し住民のとるべき対応 「ペット」を「動物」に修正

神津島 本編 本-64 本-64
第７章　避難に伴う対応措置
３　ペットの同行避難

「ペット」を「動物」に修正（5箇所）

神津島 本編 本-66 本-66

第８章　避難生活
１　島内での避難生活
○神津島村
（３）救援体制
ア　食料・生活必需品等の供給
（ア）食料の供給

「支庁を経由し、」を削除
「福祉保健局」を「福祉局」に修正

神津島 本編 本-66 本-66 （イ）生活必需品等の供給
「支庁を経由し、」を削除
「福祉保健局」を「福祉局」に修正

神津島 本編 本-66 本-66 （４）要配慮者対策 「（高齢者、障害者等）」を「（高齢者、障害者、難病患者、妊産婦、乳幼児、外国人など）」に修正

神津島 本編 本-66 本-66 （５）ペット対策 「ペット」を「動物」に修正（3箇所）

神津島 本編 本-68 本-68

○新島村
（３）救援体制
ア　食料・生活必需品等の供給
（ア）食料の供給

「支庁を経由し、」を削除
「福祉保健局」を「福祉局」に修正

神津島 本編 本-68 本-68 （イ）生活必需品等の供給
「支庁を経由し、」を削除
「福祉保健局」を「福祉局」に修正

神津島 本編 本-69 本-69 （４）要配慮者対策 「（高齢者、障害者等）」を「（高齢者、障害者、難病患者、妊産婦、乳幼児、外国人など）」に修正

神津島 本編 本-69 本-69 （５）ペット対策 「ペット」を「動物」に修正（3箇所）

神津島 本編 本-69 本-69 ２　島外での避難生活 「ペット」を「動物」に修正

神津島 マニュアル編 マ-6 マ-6
【マニュアル編】
第４章　防災関係機関の対応

・「噴火警報・予報の伝達」を「噴火警報・予報等の伝達」に修正（３箇所）
・「※二重枠で囲まれている機関は、気象業務法施行令第８条第１号の規定に基づく噴火警報の法定通知先」を「※二重枠
で囲まれている機関は、気象業務法施行令第８条第１号及び第９条の規定に基づく噴火警報の法定通知先」に修正
・新たに「※噴火速報、火山の状況に関する解説情報（臨時の発表であることを明記したもの）等も噴火警報・予報に準じて
伝達される。」を追加

神津島 マニュアル編 マ-7 マ-7

【マニュアル編】
第1部　全体・共通事項
第４章　防災関係機関の対応
３　避難情報の発令
（１）避難情報の発令

「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正

神津島 マニュアル編 マ-7 マ-7 （１）避難情報の発令 「「避難勧告」もしくは「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

神津島 マニュアル編 マ-7 マ-7 （１）避難情報の発令 「「避難勧告」又は「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

神津島 マニュアル編 マ-7 マ-7 （１）避難情報の発令
「危険が及ぶおそれがあると認める場合は、屋内での待避等の安全確保措置の」を
「危険が及ぶおそれがあり、かつ、事態に照らし緊急を要すると認める場合は、緊急安全確保措置の」に修正

神津島 マニュアル編 マ-7 マ-7 （２）都への報告 「支庁長（出張所長）を経由し、」を削除

神津島 マニュアル編 マ-7 マ-7 （３）「避難準備・高齢者等避難開始」の発令基準 「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正（3箇所）

神津島 マニュアル編 マ-7 マ-7 （３）「避難準備・高齢者等避難開始」の発令基準 「避難支援等関係者に「避難準備」を伝達する。」を「避難支援等関係者に避難の準備を伝達する。」に修正

神津島 マニュアル編 マ-8 マ-8 （４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準 「「避難勧告」・「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

神津島 マニュアル編 マ-8 マ-8 （４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準 「「避難勧告」は、噴火警戒レベル５が」を「「避難指示」は、噴火警戒レベル５が」に修正

神津島 マニュアル編 マ-8 マ-8 （４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準
「または住民等の安全確保のため必要と判断した場合に発令し、緊急を要するときは「避難指示（緊急）」を発令する。」を
「または住民等の安全確保のため必要と判断した場合に発令する。」に修正

神津島 マニュアル編 マ-8 マ-8
（４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準
表　島外基準の判断要素

「震度５程度の有感地震」を「震度５程度の地震」に修正

神津島 附属資料 附-1 附-1

【附属資料編】
資料第１　火山観測体制
表　機関別観測機器内訳※（気象庁，令和2年1
月現在）

表内の日付「（気象庁,　令和2年1月現在）」を「（気象庁,　令和5年1月現在）」に修正

神津島 附属資料 附-1 附-1

【附属資料編】
資料第１　火山観測体制
表　機関別観測機器内訳※（気象庁，令和2年1
月現在）

表内の「震度計」の項目を削除

神津島 附属資料 附-3 附-3

【附属資料編】
３　港・空港等
（１）港
（２）空港・ヘリポート

「東京都地域防災計画（令和元年度版）」を「東京都地域防災計画震災編（令和元年修正）」に修正　（３箇所）

神津島 附属資料 附-8 附-8
資料第２　島内の防災関連施設等
○新島村

「東京都地域防災計画（令和元年度版）」を「東京都地域防災計画震災編（令和元年修正）」に修正　（３箇所）

神津島 附属資料 附-13 附-13 資料第３　東京港係留施設 「令和元年12月現在」を「東京都地域防災計画震災編（令和元年修正）」に修正

神津島 附属資料 附-17 附-17
資料第４　移送手段
２　船舶
（４）第三管区海上保安本部

船名「はやかぜ」の総トン数を「23」から「19」に修正、全長を「20」から「18」に修正

神津島 附属資料 附-17 附-17 （４）第三管区海上保安本部 船名「ゆりかぜ」の総トン数を「23」から「26」に修正

神津島 附属資料 附-17 附-17 （４）第三管区海上保安本部 船名「おおすみ」から「さがみ」に修正

神津島 附属資料 附-17 附-17 （４）第三管区海上保安本部 船名「いず」の総トン数を「1,500」から「3,500」に修正

神津島 附属資料 附-17 附-17 （４）第三管区海上保安本部 船名「きりかぜ」の総トン数を「23」から「26」に修正

神津島 附属資料 附-17 附-17 （４）第三管区海上保安本部 船名「きりかぜ」の幅を「4.3」から「4.5」に修正

神津島 附属資料 附-17 附-17 （４）第三管区海上保安本部 船名「しおかぜ」を削除

神津島 附属資料 附-17 附-17 （４）第三管区海上保安本部 船名「たまかぜ」を削除

神津島 附属資料 附-17 附-17 （４）第三管区海上保安本部 「令和元年12月現在」を「令和4年10月現在」に修正

神津島 附属資料 附-18 附-18 （５）海上自衛隊（横須賀） 新たに船名「まや」、総トン数「8,200」、全長「170.0」、最大幅「21.0」、喫水「6.2」を追加

神津島 附属資料 附-18 附-18 （５）海上自衛隊（横須賀） 新たに船名「もがみ」と「くまの」、総トン数「3,900」、全長「133.0」、最大幅「16.3」、喫水「4.7」を追加

神津島 附属資料 附-18 附-18 （５）海上自衛隊（横須賀） 新たに船名「ひらど」、総トン数「690」、全長「67.0」、最大幅「11.0」、喫水「2.7」を追加

神津島 附属資料 附-18 附-18 （５）海上自衛隊（横須賀） 「令和元年12月現在」を「令和4年11月現在」に修正

神津島 附属資料 附-19 附-19
３　航空機
（１）東京消防庁

機体名「ひばり」の型式を「ユーロコプター式」から「レオナルド式」に修正

神津島 附属資料 附-19 附-19 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」の巡航速度を「252」から「235」に修正

神津島 附属資料 附-19 附-19 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」の航続時間を「５時間54分」から「6時間11分」に修正

神津島 附属資料 附-19 附-19 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」の航続距離を「1,105」から「1,206」に修正

神津島 附属資料 附-19 附-19 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」の座席数（乗員含む。）を「23」から「21」に修正

神津島 附属資料 附-19 附-19 （１）東京消防庁
機体名「ひばり」の座席数（乗員含む。）を「ターボメカ式1,877馬力×２基」から「ゼネラル・エレクトリック式2,104馬力×２基」
に修正

神津島 附属資料 附-19 附-19 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」の消火装置（容量）を「胴体下部取付式」から「胴体下部吊下げ式」に修正

神津島 附属資料 附-19 附-19 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」のスリング（最大つり下げ重量）を「3,000」から「2,800」に修正

神津島 附属資料 附-19 附-19 （１）東京消防庁 「令和元年12月現在」を「令和4年11月現在」に修正

神津島 附属資料 附-20 附-20 （２）警視庁
表を最新の情報に修正
「令和２年１月現在」を「令和５年４月現在」に修正

神津島 附属資料 附-21 附-21
（３）第三管区海上保安本部
ア　機種・型式

「巡視船「おおすみ」搭載機」から「巡視船「さがみ」搭載機」に修正

神津島 附属資料 附-21 附-21 ア　機種・型式
羽田航空基地と巡視船「あきつしま」搭載機の型式を「ユーロコプター式」から「エアバス・ヘリコプターズ式」に修正
「巡視船「おおすみ」搭載機」から「巡視船「さがみ」搭載機」に修正

神津島 附属資料 附-21 附-21 イ　性能
シコルスキー７６Ｄの搭載能力の物資（kg）を「235」から「96」に修正
「令和元年12月現在」を「令和4年10月現在」に修正

神津島 附属資料 附-22 附-22 （４）陸上自衛隊・航空自衛隊
CH４７J（大型ヘリ）とＵＨ－６０Ｊ（中型）の使用燃料を「ＪＰ－４Ａ」から「ＪｅｔＡ－１＋」に修正
「令和２年１月現在」を「令和５年９月現在」に修正

神津島 附属資料 附-23 附-23
資料第５　関係機関連絡先
１　官公署

式根島支所の電話「04492-7-0444」を電話「04492-7-0004」に修正

神津島 附属資料 附-23 附-23
資料第５　関係機関連絡先
１　官公署

「令和元年12月現在」を「令和５年２月現在」に修正

神津島 附属資料 附-23 附-23
資料第５　関係機関連絡先
２　医療機関

若郷診療所の所在地「新島村５新島村若郷１」を「新島村若郷１-5」に修正

神津島 附属資料 附-23 附-23
資料第５　関係機関連絡先
２　医療機関

「令和元年12月現在」を「令和５年２月現在」に修正

神津島 附属資料 附-23 附-23
資料第５　関係機関連絡先
３　学校等
（１）保育園

新島保育園所在地「新島村本村2-1-1」を「新島村本村4-11-14」に修正

神津島 附属資料 附-23 附-23
資料第５　関係機関連絡先
３　学校等
（１）保育園

式根島保育園電話番号「04992-7-0135」を「電話番号「04992-7-0136」

神津島 附属資料 附-23 附-23
資料第５　関係機関連絡先
３　学校等
（１）保育園

「令和元年12月現在」を「令和５年２月現在」に修正

神津島 附属資料 附-27 附-27

資料第６　広報文例・表示板等例
１　広報文例
○神津島村
（３）避難準備・高齢者等避難開始

「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正（3箇所）

神津島 附属資料 附-27 附-27 （３）避難準備・高齢者等避難開始 「“evacuation preparation” and 」を削除

神津島 附属資料 附-28 附-28 （４）島内避難 「避難勧告/指示」を「避難指示」に修正

神津島 附属資料 附-28 附-28 （４）島内避難 「避難勧告/指示（緊急）」を「避難指示」に修正

神津島 附属資料 附-28 附-28 （４）島内避難 「“evacuation recommendation/order” 」を「 “evacuation order”」に修正

神津島 附属資料 附-29 附-29 （５）島外避難 「避難指示（緊急）」を「避難指示」に修正

神津島 附属資料 附-30 附-30
○新島村
（１）避難準備・高齢者等避難開始

「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正（3箇所）

神津島 附属資料 附-30 附-30 （１）避難準備・高齢者等避難開始 「“evacuation preparation” and 」を削除

神津島 附属資料 附-31 附-31 （２）島内避難 「避難勧告/指示」を「避難指示」に修正

神津島 附属資料 附-31 附-31 （２）島内避難 「避難勧告/指示（緊急）」を「避難指示」に修正

神津島 附属資料 附-31 附-31 （２）島内避難 「“evacuation recommendation/order” 」を「 “evacuation order”」に修正

神津島 附属資料 附-32 附-32 （３）島外避難 「避難指示（緊急）」を「避難指示」に修正
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神津島 附属資料 附-36 附-36
資料第７　火山防災に関する情報
１　気象庁が発表する情報
（１）噴火警報・予報

「噴火警報は、生命に危険を及ぼす火山現象」を「噴火警報は、噴火に伴って、生命に危険を及ぼす火山現象」に修正

神津島 附属資料 附-36 附-36 （１）噴火警報・予報 「その拡大が予想される場合に」を「その危険が及ぶ範囲の拡大が予想される場合に」に修正

神津島 附属資料 附-36 附-36 （１）噴火警報・予報
「噴火警報を解除する場合等には、」を
「火山活動の状況が静穏である場合、あるいは火山活動の状況が噴火警報には及ばない程度と予想される場合には」に
修正

神津島 附属資料 附-36 附-36 （２）噴火警戒レベル 「避難準備」を「高齢者等避難」に修正

神津島 附属資料 附-36 附-36 （２）噴火警戒レベル
「火山防災協議会で合意された避難計画等に基づき、」を
「火山防災協議会で合意された避難開始時期・避難対象地域の設定に基づき、」に修正

神津島 附属資料 附-36 附-36 （２）噴火警戒レベル 「入山規制や避難勧告等の防災対応をとる。」を「入山規制や避難指示等の防災対応をとる。」に修正

神津島 附属資料 附-36 附-36
（２）噴火警戒レベル
図

噴火警戒レベルの図を最新の情報に更新

神津島 附属資料 附-37 附-37 （３）噴火速報
「①噴火警報が発表されていない常時観測火山において」を「①噴火警報が発表されていない常時観測火山（※1）におい
て」に修正

神津島 附属資料 附-37 附-37 （３）噴火速報
「②噴火警報が発表されている常時観測火山（※1）において、噴火警戒レベルの引き上げや」を
「②噴火警報が発表されている常時観測火山において、噴火警戒レベルの引上げや」に修正

神津島 附属資料 附-37 附-37 （４）降灰予報 「火山活動か活発化した場合に」を「火山活動が活発化した場合に」に修正

神津島 附属資料 附-40 附-40 （６）その他の情報等 
「または判断に迷う場合に、「火山の状況に関する解説情報（臨時）」を発表する。」を
「または判断に迷う場合に、「火山の状況に関する解説情報（臨時）」が発表される。」に修正

神津島 附属資料 附-40 附-40 （６）その他の情報等
「火山活動の状況を伝える必要があると判断した場合には、「火山の状況に関する解説情報」を適時発表する。」を
「火山活動の状況を伝える必要があると判断した場合には、「火山の状況に関する解説情報」が適時発表される。」に修正

神津島 附属資料 附-40 附-40 （６）その他の情報等
「写真や図表等を用いて、火山の活動の状況や警戒事項について、定期的又は必要に応じて臨時に解説する資料」を
「写真や図表等を用いて、火山の活動の状況や警戒事項等について解説するため、随時及び定期的に公表される資料」に
修正

神津島 附属資料 附-40 附-40 （６）その他の情報等

「噴火（ごく小規模なものは除く。）が発生したときに、発生時刻や噴煙高度等を知らせる情報。おおむね30分以上、連続的
に継続している噴火について、その状態が継続している場合には「連続噴火継続」、停止した場合には「連続噴火停止」と
知らせる。」を
「噴火が発生したことや、噴火に関する情報（噴火の発生時刻・噴煙高度・噴煙の流れる方向・噴火を伴って観測された火
山現象等）を噴火後直ちに知らせる情報。」
に修正

神津島 附属資料 附-40 附-40 （６）その他の情報等
「火山現象に関する海上警報は、噴火の影響が海上や沿岸に及ぶおそれがある場合に発表される。」を
「噴火の影響が海上や沿岸に及ぶ恐れがある場合に発表される。」に修正

神津島 附属資料 附-40 附-40 （６）その他の情報等

「航空機のための火山灰情報として、航空路火山灰情報が提供されている。火山灰は、航空機のエンジンに吸い込まれる
とエンジンが停止したり、操縦席の風防ガラスに衝突すると擦りガラス状になり視界が利かなくなったり、飛行場に堆積する
と離着陸できなくなるなど、火山灰による被害は多岐にわたる。このような被害を回避するため、火山灰の分布や拡散予測
を含む航空路火山情報（VAA）の提供を行う航空路火山灰情報センター（VAAC）を世界9か所に設置することになり、日本
においては、気象庁が東京VAACとして、民間航空会社、航空関係機関、気象監視局、他のVAACにVAAを提供してい
る。」　を
「噴火による火山灰が航空機の運航に与える影響を回避するために発表する航空路上の火山灰情報（火山灰の分布や拡
散予測,VAA）。
予報期間は最大で18時間。気象庁が、東アジアおよび北西太平洋地域を担当する航空路火山灰情報センター（東京
VAAC）として、民間航空会社、航空関係機関、気象監視局にVAAを提供している。東京VAACは東アジア・北西太平洋及
び北極圏の一部に対する監視と情報提供を担当している。」　に修正

神津島 附属資料 附-41 附-41
２　国土交通省が発表する情報
（１）土砂災害緊急情報

「避難勧告等の防災情報を」を「避難指示等の防災情報を」に修正

神津島 附属資料 附-41 附-41
３　市町村等が発表する情報
（１）避難準備・高齢者等避難開始

「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正（3箇所）

神津島 附属資料 附-41 附-41 （１）避難準備・高齢者等避難開始 「必要と認める地域の居住者等に対し」を「必要と認める地域の必要と認める居住者等に対し」に修正

神津島 附属資料 附-41 附-41 （１）避難準備・高齢者等避難開始 「居住者等は、非常用持ち出し品などを用意するなど、避難準備を行う。」を削除

神津島 附属資料 附-41 附-41 （１）避難準備・高齢者等避難開始 新たに「また、居住者等は、非常用持出品などを用意するなど、避難準備や、自主的な避難を行う。」追加

神津島 附属資料 附-41 附-41 （２）避難勧告、避難指示（緊急） 「避難勧告、避難指示（緊急）」を「避難指示」に修正

神津島 附属資料 附-41 附-41 （２）避難勧告、避難指示（緊急） 「避難勧告」及び「避難指示（緊急）」を「避難指示」に修正

神津島 附属資料 附-41 附-41 （２）避難勧告、避難指示（緊急）

「避難勧告は、危険が迫り避難が必要と認める地域の居住者等に対し、避難のための立退きを促すものである。避難指示
（緊急）は、より危険が切迫している場合、避難が必要と認める地域の居住者等に対して、避難のための立退きを指示する
ものである。」を
「避難指示は、避難が必要と認める地域の必要と認める居住者等に対して、避難のための立退きを指示するものである。」
に修正

神津島 附属資料 附-41 附-41 （２）避難勧告、避難指示（緊急）

「また、避難のための立退きを行うことがかえって危険な場合には、屋内での安全の確保を行うことが指示されることもあ
る。」を
「また、避難のための立退きを行うことがかえって危険であり、かつ、事態に照らし緊急を要する場合には、近傍の堅固な建
物への退避、屋内の屋外に面する開口部から離れた場所での退避等、緊急に安全を確保することが指示されることもあ
る。」に修正

神津島 附属資料 附-45 附-45
資料第８　火山用語
【た】

テフラの説明について、
「火山噴火によって大気中に噴出され、地表に堆積した降下火山砕屑物の総称。」を
「火山噴火によって噴出された火山砕屑物の総称。」に修正

神津島 附属資料 附-47 附-47 （参考）
「・火山活動解説資料（web版）「火山」の用語に関する解説（気象庁）」を
「・気象庁が噴火警報等で用いる用語集（気象庁）」に修正
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火　山 分　類
ページ番号

（R2.10）
ページ番号

（R5.7）
項　　　目 修正対応

三宅島 冒頭 目次 目次 新たに「≪詳細資料≫」を追加

三宅島 冒頭 2 2
４　用語例
表　機関名等の標記

「気象庁地震火山部火山課火山監視」を「気象庁地震火山部火山監視課火山監視」に修正（２箇所）

三宅島 本編 本-1 本-1

第1部　三宅島の概要
第１章　基本情報
１　自然条件・社会条件
（２）社会条件

村の人口を「2,419」から「2,273」に修正

三宅島 本編 本-1 本-1 （２）社会条件 世帯数を「1,574」から「1,377」に修正

三宅島 本編 本-1 本-1 （２）社会条件 「（令和２年1月現在）」から「（令和２年10月現在）」に修正

三宅島 本編 本-2－本-3 本-2－本-3 ２　三宅島火山の概要 「直径1.6kmのカルデラ」を「直径約1.6km」に修正

三宅島 本編 本-2－本-3 本-2－本-3 ２　三宅島火山の概要 「山腹には割れ目噴火による山腹火口が多く」を「割れ目噴火による側火口が多く」に修正

三宅島 本編 本-2－本-3 本-2－本-3 ２　三宅島火山の概要
「※大規模噴火、中規模噴火、小規模噴火を分ける閾値は、それぞれ4000万DREm3、40万DREm3とした。なお、「DRE」と
は、マグマ噴火やマグマ水蒸気噴火による総噴出物量をマグマの容積に換算したものである。」を削除

三宅島 本編 本-2－本-3 本-2－本-3 ２　三宅島火山の概要

新たに「※噴火の規模の表記は、噴出物量及びVEI（火山爆発指数）に基づき以下のとおり区分した。
　ごく小規模：10⁴ton未満（VEIではおおむね0：非爆発的）
　小規模：10⁴～10⁶ton（VEIではおおむね1：小規模）
　中規模：10⁶～10⁸ton（VEIではおおむね2と3：中規模およびやや大規模）
　大規模：10⁸ton以上（VEIではおおむね4以上：大規模以上）」を追加

三宅島 本編 本-2－本-3 本-2－本-3 ２　三宅島火山の概要
「（参考：日本活火山総覧(第４版)三宅島，p976 ，気象庁(2013)）」を
「（参考：日本活火山総覧(第４版)三宅島，p976-977，気象庁(2013)）」に修正

三宅島 本編 本-2－本-3 本-2－本-3
２　三宅島火山の概要
図　三宅島の地形図(気象庁，2013)

図を「図　三宅島の地形図(気象庁，2013)」から最新資料に更新
「図　三宅島の地形図(気象庁，2013)」を「図　 三宅島の色別標高図と標準地図の重ね合わせ（地理院地図より作成）」に変
更

三宅島 本編 本-6 本-6
３　三宅島火山の噴火履歴
（２）有史以降の火山活動

新たに「※A←→B：A年からB年までの間のどこかで起こった噴火イベント」を追加

三宅島 本編 本-6 本-6
（２）有史以降の火山活動
表　三宅島火山の有史以降の火山活動

「886～1154年」を「886←→1154年」に修正

三宅島 本編 本-6 本-6
（２）有史以降の火山活動
表　三宅島火山の有史以降の火山活動

「薄木に火口形成(新澪池)。」を削除

三宅島 本編 本-6 本-6
（２）有史以降の火山活動
表　三宅島火山の有史以降の火山活動

「阿古・坪田両村に噴石、降灰」を「阿古・坪田両村に噴石、降灰。薄木に深い火口形成し水が溜る（新澪池か）」に修正

三宅島 本編 本-6 本-6
（２）有史以降の火山活動
表　三宅島火山の有史以降の火山活動

「北西山麓に２つの割れ目形成」を削除

三宅島 本編 本-7 本-7
（２）有史以降の火山活動
表　三宅島火山の有史以降の火山活動

「溶岩は島下集落を覆って赤場暁に達した。」を「山腹噴火は2日間でほぼ終了、溶岩は島下集落を覆って赤場暁に達し
た。」に修正

三宅島 本編 本-7 本-7
（２）有史以降の火山活動
表　三宅島火山の有史以降の火山活動

「山頂噴火では、多量の火山灰、火山弾を放出。」を「山頂噴火は約1ヶ月続き、多量の火山灰、火山弾を放出。」に修正

三宅島 本編 本-7 本-7
（２）有史以降の火山活動
表　三宅島火山の有史以降の火山活動

「降下火砕物、溶岩流噴出。」を「降下火砕物、溶岩流。」に修正

三宅島 本編 本-7 本-7
（２）有史以降の火山活動
表　三宅島火山の有史以降の火山活動

「割れ目噴火、溶岩噴泉多数の火口を形成。」を「割れ目噴火、溶岩噴泉。多数の火口から溶岩を海中まで流出。」に修正

三宅島 本編 本-7 本-7
（２）有史以降の火山活動
表　三宅島火山の有史以降の火山活動

「噴火は30時間で終了したが、噴火中から有感地震頻発し、8月30日には伊豆集落で2,000回以上に達した。」を
「噴火は30時間で終了したが、噴火中から有感地震頻発し、1日2,000回以上に達した。」に修正

三宅島 本編 本-7 本-7
（２）有史以降の火山活動
表　三宅島火山の有史以降の火山活動

「溶岩流、降下火砕物による住宅の埋没・焼失約400棟。」を「溶岩流により阿古地区の住家埋没、新澪池付近と新鼻付近
で発生したマグマ水蒸気噴火で坪田周辺に多量の降灰。溶岩の流出は噴火開始の翌日早朝にはほぼ停止。」に修正

三宅島 本編 本-7 本-7
（２）有史以降の火山活動
表　三宅島火山の有史以降の火山活動

「島内で発生した地殻変動を伴う地震活動が」を「6月下旬、島内で発生した地殻変動を伴う地震活動が」に修正

三宅島 本編 本-7 本-7
（２）有史以降の火山活動
表　三宅島火山の有史以降の火山活動

「その後、雄山山頂で噴火、山頂部が陥没し、断続的に噴火し、カルデラ形成。その後の噴火では低温の火砕流発生し、雨
による泥流が頻発した。９月初めに全島避難。噴火後は山頂火口からの多量の火山ガス放出活動に移行」を
「7月上旬から雄山山頂で噴火、山頂部が陥没し、断続的に噴火を繰り返して、カルデラを形成。8月には、18日の噴火で山
麓まで噴石降下、29日の噴火で海まで達する低温の火砕流が発生、雨による泥流が頻発した。噴火は9月まで続き、その
後は山頂火口からの多量の火山ガス放出活動に移行。9月初めに全島避難。」に修正

三宅島 本編 本-8 本-8
（２）有史以降の火山活動
表　三宅島火山の有史以降の火山活動

2013年の噴火様式の「ごく小規模な噴火・地震」を「ごく小規模な噴火」に修正

三宅島 本編 本-8 本-8
（２）有史以降の火山活動
表　三宅島火山の有史以降の火山活動

「島西方沖約10km付近で地震活動が活発化（最大M6.2）」を削除。

三宅島 本編 本-13 本-13
（６）災害実績
表　三宅島火山の有史以降の噴火における噴火
場所と火山現象

「886～1154年」を「886←→1154年」に修正

三宅島 本編 本-13 本-13
表　三宅島火山の有史以降の噴火における噴火
場所と火山現象

新たに「※A←→B：A年からB年までの間のどこかで起こった噴火イベント」を追加

三宅島 本編 本-13 本-13
表　三宅島火山の有史以降の噴火における噴火
場所と火山現象

「、火山噴火予知連絡会会報 第115号，気象庁(2013)」を削除

三宅島 本編 本-19－本-20 本-19－本-20 ４　参考文献
文献名「三宅島の火山活動(2013年２月～５月20日)」及び備考欄の「気象庁地震火山部火山課火山監視・情報センター
(2013)」と「火山噴火予知連絡会会報 第115号」を削除

三宅島 本編 本-19－本-20 本-19－本-20 ４　参考文献 文献名「三宅島火山噴火緊急減災対策砂防計画（案）」を文献名「三宅島火山噴火緊急減災対策砂防計画」に修正

三宅島 本編 本-23 本-23
第２章　想定される火山活動等
４　火山ハザードマップ

「「三宅島火山噴火危険範囲予測図作成のための検討委託（東京都建設局河川部, 2016）」において数値シミュレーション
が実施されている。」を「東京都建設局河川部にてプレアナリシス型リアルタイムハザードマップのシミュレーションが実施さ
れている。」に修正

三宅島 本編 本-23 本-23
第２章　想定される火山活動等
４　火山ハザードマップ

「※下図の電子データは、防災科学技術研究所のHPから取得できる。
http://vivaweb2.bosai.go.jp/v-hazard/L_read/62miyakejima/62miyake_1h01-L.pdf」を
「※下図の電子データは、東京都防災ホームページから取得できる。
https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/023/260/miyake.pdf」に修正

三宅島 本編 本-25 本-25 ５　噴火警戒レベル 「入山規制や避難勧告等の防災対応をとる。」を「入山規制や避難指示等の防災対応をとる。」に修正

三宅島 本編 本-25 本-25 図　三宅島の噴火警戒レベル（表面） 最新の情報に修正

三宅島 本編 本-25 本-25 図　三宅島の噴火警戒レベル（表面） 新たに「（令和３年12月, 気象庁）」を追加

三宅島 本編 本-26 本-26 図　三宅島の噴火警戒レベル（裏面） 最新の情報に修正

三宅島 本編 本-26 本-26 図　三宅島の噴火警戒レベル（裏面） 「（平成29年５月, 気象庁）」を「（令和３年12月, 気象庁）」に修正

三宅島 本編 本-28 本-28 ６　参考文献 文献名「三宅島火山噴火緊急減災対策砂防計画（案）」を文献名「三宅島火山噴火緊急減災対策砂防計画」に修正

三宅島 本編 本-28 本-28 ６　参考文献
文献名「三宅島火山噴火危険範囲予測図作成のための検討委託報告書(平成28年２月)」を
「リアルタイムハザードマップデータベース作成委託（三宅支庁管内）」に修正

三宅島 本編 本-28 本-28 ６　参考文献
リアルタイムハザードマップデータベース作成委託（三宅支庁管内）の備考欄「東京都建設局河川部(2016)」を
「東京都建設局河川部(2023)」に修正

三宅島 本編 本-33 本-33

第２部　平常時からの備え
第３章　防災関係機関等との連携
２　三宅島火山防災協議会
表　三宅島火山防災協議会の概要

「○避難勧告・指示、警戒区域の」を「○避難指示、警戒区域の」に修正

三宅島 本編 本-36 本-36

第３部　避難計画
第１章　基本方針等
１　基本方針
（２）避難対象者に応じた避難
≪参考≫

「高齢者や障害者など、避難行動や避難生活などにおいて特に配慮を必要とする者」を
「高齢者、障害者、難病患者、妊産婦、乳幼児、外国人等、避難行動や避難生活などにおいて特に配慮を必要とする者」」
に修正

三宅島 本編 本-38 本-38
２　噴火警戒レベルと避難対応の目安
噴火警戒レベルと避難対応の目安

「≪山頂噴火【災害要因：噴石、火山灰、溶岩流、火砕サージ、火山ガス、降灰後土石流】≫」を
「≪山頂噴火【災害要因：噴石、火山灰、溶岩流、火砕流、火砕サージ、火山ガス、降灰後土石流】≫」に修正

三宅島 本編 本-38 本-38 噴火警戒レベルと避難対応の目安
「≪山腹噴火【災害要因：噴石、火山灰、溶岩流、火砕サージ】≫」を「≪山腹噴火【災害要因：噴石、火山灰、溶岩流、火砕
流、火砕サージ】≫」に修正

三宅島 本編 本-42 本-42
第２章　火山活動が活発化した場合の対応
４　噴火警報・予報の伝達

・「噴火警報・予報」を「噴火警報・予報等」に修正（3箇所）
・「※二重枠で囲まれている機関は、気象業務法施行令第８条第１号の規定に基づく噴火警報の法定通知先」を「※二重枠
で囲まれている機関は、気象業務法施行令第８条第１号及び第９条の規定に基づく噴火警報の法定通知先」に修正
・新たに「※噴火速報、火山の状況に関する解説情報（臨時の発表であることを明記したもの）等も噴火警報・予報に準じて
伝達される。」を追加

三宅島 本編 本-42 本-45 ３　立入者の把握 立入規制範囲および規制箇所（山頂噴火）の図を最新の情報に更新

三宅島 本編 本-46 本-47
第５章　避難情報
１　避難情報の発令
（１）避難情報の発令

「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正

三宅島 本編 本-46 本-47 （１）避難情報の発令 「避難勧告」もしくは「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」に修正

三宅島 本編 本-46 本-47 （１）避難情報の発令 「避難勧告」または「避難指示（緊急）」を「避難指示」に修正

三宅島 本編 本-46 本-47 （１）避難情報の発令
「危険が及ぶおそれがあると認める場合は、屋内での待避等の安全確保措置の」を
「危険が及ぶおそれがあり、かつ、事態に照らし緊急を要すると認める場合は、緊急安全確保措置の」に修正

三宅島 本編 本-46 本-47 （２）都への報告 「支庁長を経由し、」を削除

三宅島 本編 本-46 本-47 （３）「避難準備・高齢者等避難開始」の発令基準 「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正（3箇所）

三宅島 本編 本-46 本-47 （３）「避難準備・高齢者等避難開始」の発令基準 「避難支援等関係者に「避難準備」を伝達する。」を「避難支援等関係者に避難の準備を伝達する。」に修正

三宅島 本編 本-47 本-48 （４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準 「「避難勧告」・「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

三宅島 本編 本-47 本-48 （４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準 「「避難勧告」および「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

三宅島 本編 本-47 本-48 （４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準
「または住民等の安全確保のため必要と判断した場合に発令し、緊急を要するときは「避難指示（緊急）」を発令する。」を
「または住民等の安全確保のため必要と判断した場合に発令する。」に修正

三宅島 本編 本-47 本-48 表　島外避難の判断要素 「震度５程度の有感地震」を「震度５程度の地震」に修正

三宅島 本編 本-49 本-50
２　避難情報の伝達
（２）避難情報の伝達内容

「ペット」を「動物」に修正

三宅島 本編 本-55－本-56 本-56
第６章　避難対応
４　児童・生徒等の避難
（１）避難情報の伝達

「避難準備・高齢者等避難開始、避難勧告、避難指示（緊急）」を「高齢者等避難、避難指示」に修正（2箇所）

三宅島 本編 本-55－本-56 本-56
５　避難行動要支援者の避難
（１）避難の基準
表　避難行動要支援者の避難の基準

「避難準備・高齢者等避難開始、避難勧告、避難指示（緊急）」を「高齢者等避難、避難指示」に修正（3箇所）

三宅島 本編 本-57 本-57 ８　避難に際し住民のとるべき対応 「ペット」を「動物」に修正

三宅島 本編 本-58 本-58
第７章　避難に伴う対応措置
３　ペットの同行避難

「ペット」を「動物」に修正（5箇所）

三宅島 本編 本-59 本-60

第８章　避難生活
１　島内での避難生活
（３）救援体制
ア　食料・生活必需品等の供給
（ア）食料の供給

「支庁を経由し、」を削除
「福祉保健局」を「福祉局」に修正

三宅島 本編 本-59 本-60 （イ）生活必需品等の供給
「支庁を経由し、」を削除
「福祉保健局」を「福祉局」に修正

三宅島 本編 本-59 本-60 イ　健康管理 「巡回精神相談チーム」を「災害派遣精神医療チーム（東京DPAD）」に修正

三宅島 本編 本-59 本-60 （４）要配慮者対策 「（高齢者、障害者など）」を「（高齢者、障害者、難病患者、妊産婦、乳幼児、外国人など）」に修正

三宅島 本編 本-59 本-60 （５）ペット対策 「ペット」を「動物」に修正（3箇所）

三宅島 本編 本-60 本-60 ２　島外での避難生活 「ペット」を「動物」に修正

三宅島 マニュアル編 マ-1 マ-1
【マニュアル編】
第1部　全体・共通事項
第１章　マニュアル編の構成

「第５章　噴火警戒レベル５・・・・・・・ﾏ-52」を「第５章　噴火警戒レベル５・・・・・・・ﾏ-53」に修正

三宅島 マニュアル編 マ-1 マ-1 第１章　マニュアル編の構成 「Ⅰ　山頂噴火・・・・・・・ﾏ-52」を「Ⅰ　山頂噴火・・・・・・・ﾏ-53」に修正

三宅島 マニュアル編 マ-1 マ-1 第１章　マニュアル編の構成 「Ⅰ　山頂噴火」の「≪詳細資料≫」を「≪詳細資料≫・・・・・・・ﾏ-63」に修正

三宅島 マニュアル編 マ-1 マ-1 第１章　マニュアル編の構成 「Ⅱ　山腹噴火・・・・・・・ﾏ-64」を「Ⅱ　山腹噴火・・・・・・・ﾏ-65」に修正

三宅島 マニュアル編 マ-1 マ-1 第１章　マニュアル編の構成 「Ⅱ　山腹噴火」の「≪詳細資料≫」を「≪詳細資料≫・・・・・・・ﾏ-77」に修正

三宅島 マニュアル編 マ-1 マ-1 第１章　マニュアル編の構成
「第６章　島外関係機関の対応（島外避難）・・・・・・・ﾏ-85」を
「第６章　島外関係機関の対応（島外避難）・・・・・・・ﾏ-87」に修正

三宅島 マニュアル編 マ-2－マ-3 マ-2－マ-3
２　噴火警戒レベルと避難対応の目安
噴火警戒レベルと避難対応の目安

「≪山腹噴火【災害要因：噴石、火山灰、溶岩流、火砕サージ】≫」を
「≪山腹噴火【災害要因：噴石、火山灰、溶岩流、火砕流、火砕サージ】≫」に修正

三宅島 マニュアル編 マ-6 マ-6
第４章　防災関係機関の対応
１　噴火警報・予報の伝達

・「噴火警報・予報」を「噴火警報・予報等」に修正（3箇所）
・「※二重枠で囲まれている機関は、気象業務法施行令第８条第１号の規定に基づく噴火警報の法定通知先」を「※二重枠
で囲まれている機関は、気象業務法施行令第８条第１号及び第９条の規定に基づく噴火警報の法定通知先」に修正
・新たに「※噴火速報、火山の状況に関する解説情報（臨時の発表であることを明記したもの）等も噴火警報・予報に準じて
伝達される。」を追加

三宅島 マニュアル編 マ-7 マ-7
第４章　防災関係機関の対応
３　避難情報の発令
（１）避難情報の発令

「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正

三宅島 マニュアル編 マ-7 マ-7 （１）避難情報の発令 「「避難勧告」もしくは「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

三宅島 マニュアル編 マ-7 マ-7 （１）避難情報の発令 「「避難勧告」または「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

三宅島 マニュアル編 マ-7 マ-7 （１）避難情報の発令
「危険が及ぶおそれがあると認める場合は、屋内での待避等の安全確保措置の」を
「危険が及ぶおそれがあり、かつ、事態に照らし緊急を要すると認める場合は、緊急安全確保措置の」に修正

三宅島 マニュアル編 マ-7 マ-7 （２）都への報告 「支庁長を経由し、」を削除

三宅島 マニュアル編 マ-7 マ-7 （３）「避難準備・高齢者等避難開始」の発令基準 「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正（3箇所）

三宅島 マニュアル編 マ-7 マ-7 （３）「避難準備・高齢者等避難開始」の発令基準 「山頂噴火の可能性がある場合は「避難準備」を」を「噴火の可能性がある場合は避難の準備を」に修正

三宅島 マニュアル編 マ-7 マ-7 （４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準 「「避難勧告」・「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

三宅島 マニュアル編 マ-7 マ-7 （４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準 「「避難勧告」および「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

三宅島 マニュアル編 マ-7 マ-7 （４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準
「または住民等の安全確保のため必要と判断した場合に発令し、緊急を要するときは「避難指示（緊急）」を発令する。」を
「または住民等の安全確保のため必要と判断した場合に発令する。」に修正

三宅島 マニュアル編 マ-8 マ-8 表　島外避難の判断要素 「震度５程度の有感地震」を「震度５程度の地震」に修正

三宅島 マニュアル編 マ-18 マ-18

第２部　噴火警戒レベル別マニュアル
第１章　噴火警戒レベル１（山頂噴火）
３　各機関の対応
（１）立入規制
■各機関の役割

新たに表の火山防災連絡事務所の役割に「・立入規制の実施（村に協力）」を追加

三宅島 マニュアル編 マ-21 マ-21

第３章　噴火警戒レベル３（山頂噴火）
＜①噴火の可能性＞
３　各機関の対応
（１）立入規制
■立入規制図

立入規制図を最新の情報に修正

三宅島 マニュアル編 マ-22 マ-22

第３章　噴火警戒レベル３（山頂噴火）
＜①噴火の可能性＞
３　各機関の対応
（１）立入規制
■各機関の役割

新たに表の火山防災連絡事務所の役割に「・立入規制の実施（村に協力）」を追加

三宅島 マニュアル編 マ-26 マ-26

＜②噴火が発生＞
３　各機関の対応
（１）立入規制
■立入規制図

立入規制図を最新の情報に修正

三宅島 マニュアル編 マ-27 マ-27
（１）立入規制
■各機関の役割

新たに表の火山防災連絡事務所の役割に「・立入規制の実施（村に協力）」を追加

三宅島 マニュアル編 マ-31 マ-31
（２）避難対応
イ　来島者（島外避難）
■各機関の役割

新たに表に機関名「火山防災連絡事務所」を追加

三宅島 マニュアル編 マ-31 マ-31 ■各機関の役割 新たに表の火山防災連絡事務所の役割に「・島外避難の決定（村に協力）」を追加

三宅島 マニュアル編 マ-33－マ-34 マ-33－マ-34

第４章　噴火警戒レベル４（山頂噴火・山腹噴火）
Ⅰ　山頂噴火
３　各機関の対応
■フロー図

３　各機関の対応の表の掲載ページを最新のページに修正

三宅島 マニュアル編 マ-36 マ-36

第４章　噴火警戒レベル４（山頂噴火・山腹噴火）
Ⅰ　山頂噴火
３　各機関の対応
（１）立入規制
■各機関の役割

新たに表の火山防災連絡事務所の役割に「・立入規制の実施（村に協力）」を追加

三宅島 マニュアル編 マ-37 マ-37 （２）避難対応 （２）避難対応の項目「ア　一般住民（避難準備）」を「ア　一般住民（高齢者等避難）」に変更
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三宅島 マニュアル編 マ-37 マ-37
（２）避難対応
ア　一般住民（避難準備）
■各機関の役割

新たに表に機関名「火山防災連絡事務所」を追加

三宅島 マニュアル編 マ-37 マ-37 ■各機関の役割 新たに表の火山防災連絡事務所の役割に「・避難準備の決定（村に協力）」を追加

三宅島 マニュアル編 マ-39 マ-39
（２）避難対応
イ　避難行動要支援者（島外避難）
■各機関の役割

新たに表の火山防災連絡事務所の役割に「・島外避難の決定（村に協力）」を追加

三宅島 マニュアル編 マ-41 マ-41
（２）避難対応
ウ　来島者（島外避難）
■各機関の役割

新たに表に機関名「火山防災連絡事務所」を追加

三宅島 マニュアル編 マ-41 マ-41 ■各機関の役割 新たに表の火山防災連絡事務所の役割に「・島外避難の決定（村に協力）」を追加

三宅島 マニュアル編 マ-43－マ-44 マ-43－マ-44
Ⅱ　山腹噴火
３　各機関の対応
■フロー図

３　各機関の対応の表の掲載ページを最新のページに修正

三宅島 マニュアル編 マ-46 マ-46

Ⅱ　山腹噴火
３　各機関の対応
（１）立入規制
■各機関の役割

新たに表の火山防災連絡事務所の役割に「・立入規制の実施（村に協力）」を追加

三宅島 マニュアル編 マ-47 マ-47
（２）避難対応
ア　一般住民（避難準備）
■各機関の役割

新たに表に機関名「火山防災連絡事務所」を追加

三宅島 マニュアル編 マ-47 マ-47 ■各機関の役割 新たに表の火山防災連絡事務所の役割に「・避難準備の決定（村に協力）」を追加

三宅島 マニュアル編 マ-49 マ-49
（２）避難対応
イ　避難行動要支援者（島内避難／島外避難）
■各機関の役割（◎：島外避難のみ）

新たに表の火山防災連絡事務所の役割に「・島内避難／島外避難の決定（村に協力）」を追加

三宅島 マニュアル編 マ-51 マ-51
（２）避難対応
ウ　来島者（島外避難）
■各機関の役割

新たに表に機関名「火山防災連絡事務所」を追加

三宅島 マニュアル編 マ-51 マ-51 ■各機関の役割 新たに表の火山防災連絡事務所の役割に「・島外避難の決定（村に協力）」を追加

三宅島 マニュアル編 マ-53－マ-54 マ-53－マ-54

第５章　噴火警戒レベル５（山頂噴火・山腹噴火）
Ⅰ　山頂噴火
３　各機関の対応
■フロー図

３　各機関の対応の表の掲載ページを最新のページに修正

三宅島 マニュアル編 マ-56 マ-56

第５章　噴火警戒レベル５（山頂噴火・山腹噴火）
Ⅰ　山頂噴火
３　各機関の対応
■各機関の役割

新たに表の火山防災連絡事務所の役割に「・立入規制の実施（村に協力）」を追加

三宅島 マニュアル編 マ-58 マ-58
（２）避難対応
ア　一般住民（島外避難）
■各機関の役割

新たに表の火山防災連絡事務所の役割に「・島外避難の決定（村に協力）」を追加

三宅島 マニュアル編 マ-60 マ-60
（２）避難対応
イ　避難行動要支援者（島外避難）
■各機関の役割

新たに表の火山防災連絡事務所の役割に「・島外避難の決定（村に協力）」を追加

三宅島 マニュアル編 マ-65 マ-65
Ⅱ　山腹噴火
３　各機関の対応
■フロー図

３　各機関の対応の表の掲載ページを最新のページに修正

三宅島 マニュアル編 マ-66 マ-66
Ⅱ　山腹噴火
３　各機関の対応
■フロー図

３　各機関の対応の表の掲載ページを最新のページに修正

三宅島 マニュアル編 マ-68 マ-68

Ⅱ　山腹噴火
３　各機関の対応
（１）立入規制
■各機関の役割

新たに表の火山防災連絡事務所の役割に「・立入規制の実施（村に協力）」を追加

三宅島 マニュアル編 マ-70 マ-70
（２）避難対応
ア　一般住民（島内避難／島外避難）
■各機関の役割（島内避難）

新たに表に機関名「火山防災連絡事務所」を追加

三宅島 マニュアル編 マ-70 マ-70 ■各機関の役割（島内避難） 新たに表の火山防災連絡事務所の役割に「・島内避難の決定（村に協力）」を追加

三宅島 マニュアル編 マ-71 マ-71
（２）避難対応
ア　一般住民（島内避難／島外避難）
■各機関の役割（島外避難）

新たに表の火山防災連絡事務所の役割に「・島外避難の決定（村に協力）」を追加

三宅島 マニュアル編 マ-73 マ-74
（２）避難対応
イ　避難行動要支援者（島内避難／島外避難）
■各機関の役割（◎：島外避難のみ）

新たに表の火山防災連絡事務所の役割に「・島内避難／島外避難の決定（村に協力）」を追加

三宅島 マニュアル編 マ-75 マ-75
（２）避難対応
ウ　来島者（島外避難）
■各機関の役割

新たに表に機関名「火山防災連絡事務所」を追加

三宅島 マニュアル編 マ-75 マ-75 ■各機関の役割 新たに表の火山防災連絡事務所の役割に「・島外避難の決定（村に協力）」を追加

三宅島 附属資料 附-3 附-3

【附属資料編】
資料第２　島内の防災関連施設
３　港・空港
（１）港

表の阿古漁港の区分「物揚場」を「岸壁」に修正

三宅島 附属資料 附-3 附-3
（１）港
（２）空港・ヘリポート

「平成29年４月１日現在」を「東京都地域防災計画震災編（令和元年修正）」に修正　（３箇所）

三宅島 附属資料 附-5 附-5 資料第３　東京港係留施設 「令和元年12月現在」を「東京都地域防災計画震災編（令和元年修正）」に修正

三宅島 附属資料 附-7 附-7 （２）第三管区海上保安本部 船名「はやかぜ」の総トン数を「23」から「19」に修正、全長を「20」から「18」に修正

三宅島 附属資料 附-7 附-7 （２）第三管区海上保安本部 船名「ゆりかぜ」の総トン数を「23」から「26」に修正

三宅島 附属資料 附-7 附-7 （２）第三管区海上保安本部 船名「おおすみ」から「さがみ」に修正

三宅島 附属資料 附-7 附-7 （２）第三管区海上保安本部 船名「いず」の総トン数を「1,500」から「3,500」に修正

三宅島 附属資料 附-7 附-7 （２）第三管区海上保安本部 船名「きりかぜ」の総トン数を「23」から「26」に修正

三宅島 附属資料 附-7 附-7 （２）第三管区海上保安本部 船名「きりかぜ」の幅を「4.3」から「4.5」に修正

三宅島 附属資料 附-7 附-7 （２）第三管区海上保安本部 船名「しおかぜ」を削除

三宅島 附属資料 附-7 附-7 （２）第三管区海上保安本部 船名「たまかぜ」を削除

三宅島 附属資料 附-7 附-7 （２）第三管区海上保安本部 「令和元年12月現在」を「令和4年10月現在」に修正

三宅島 附属資料 附-8 附-8 （３）海上自衛隊（横須賀） 新たに船名「まや」、総トン数「8,200」、全長「170.0」、最大幅「21.0」、喫水「6.2」を追加

三宅島 附属資料 附-8 附-8 （３）海上自衛隊（横須賀） 新たに船名「もがみ」と「くまの」、総トン数「3,900」、全長「133.0」、最大幅「16.3」、喫水「4.7」を追加

三宅島 附属資料 附-8 附-8 （３）海上自衛隊（横須賀） 新たに船名「ひらど」、総トン数「690」、全長「67.0」、最大幅「11.0」、喫水「2.7」を追加

三宅島 附属資料 附-8 附-8 （３）海上自衛隊（横須賀） 「令和元年12月現在」を「令和4年11月現在」に修正

三宅島 附属資料 附-9 附-9
３　航空機
（１）東京消防庁

機体名「ひばり」の型式を「ユーロコプター式」から「レオナルド式」に修正

三宅島 附属資料 附-9 附-9 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」の巡航速度を「252」から「235」に修正

三宅島 附属資料 附-9 附-9 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」の航続時間を「５時間54分」から「6時間11分」に修正

三宅島 附属資料 附-9 附-9 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」の航続距離を「1,105」から「1,206」に修正

三宅島 附属資料 附-9 附-9 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」の座席数（乗員含む。）を「23」から「21」に修正

三宅島 附属資料 附-9 附-9 （１）東京消防庁
機体名「ひばり」の座席数（乗員含む。）を「ターボメカ式1,877馬力×２基」から「ゼネラル・エレクトリック式2,104馬力×２基」
に修正

三宅島 附属資料 附-9 附-9 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」の消火装置（容量）を「胴体下部取付式」から「胴体下部吊下げ式」に修正

三宅島 附属資料 附-9 附-9 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」のスリング（最大つり下げ重量）を「3,000」から「2,800」に修正

三宅島 附属資料 附-9 附-9 （１）東京消防庁 「令和元年12月現在」を「令和4年11月現在」に修正

三宅島 附属資料 附-9 附-9 （２）警視庁
表を最新の情報に修正
「令和元年12月現在」を「令和５年４月現在」に修正

三宅島 附属資料 附-11 附-11
（３）第三管区海上保安本部
ア　機種・型式

羽田航空基地と巡視船「あきつしま」搭載機の型式を「ユーロコプター式」から「エアバス・ヘリコプターズ式」に修正
「巡視船「おおすみ」搭載機」から「巡視船「さがみ」搭載機」に修正

三宅島 附属資料 附-11 附-11 イ　性能
シコルスキー７６Ｄの搭載能力の物資（kg）を「235」から「96」に修正
「令和元年12月現在」を「令和4年10月現在」に修正

三宅島 附属資料 附-12 附-12 （４）陸上自衛隊・航空自衛隊
CH４７J（大型ヘリ）とＵＨ－６０Ｊ（中型）の使用燃料を「ＪＰ－４Ａ」から「ＪｅｔＡ－１＋」に修正
「令和２年１月現在」を「令和５年９月現在」に修正

三宅島 附属資料 附-13 附-13
資料第５　関係機関連絡先
１　官公署

「平成29年４月１日現在」を「令和５年２月１日現在」に修正

三宅島 附属資料 附-13 附-13
資料第５　関係機関連絡先
２　診療所

三宅村中央診療所の住所「神着197」を「神着937」に修正

三宅島 附属資料 附-13 附-13
資料第５　関係機関連絡先
２　診療所

「平成29年４月１日現在」を「令和５年２月１日現在」に修正

三宅島 附属資料 附-17 附-17
資料第６　広報文例・表示板等例
１　広報文例
（３）避難準備・高齢者等避難開始

「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正（2箇所）

三宅島 附属資料 附-17 附-17 （３）避難準備・高齢者等避難開始 「“evacuation preparation” and 」を削除

三宅島 附属資料 附-18 附-18
１　広報文例
（４）島内避難

項目「（４）島内避難」を「（４）避難指示」に修正

三宅島 附属資料 附-18 附-18 （４）島内避難 「避難勧告/指示」を「避難指示」に修正

三宅島 附属資料 附-18 附-18 （４）島内避難 「“evacuation recommendation/order” 」を「 “evacuation order”」に修正

三宅島 附属資料 附-25 附-25
資料第７　火山防災に関する情報
１　気象庁が発表する情報
（１）噴火警報・予報

「噴火警報は、生命に危険を及ぼす火山現象」を「噴火警報は、噴火に伴って、生命に危険を及ぼす火山現象」に修正

三宅島 附属資料 附-25 附-25 （１）噴火警報・予報 「その拡大が予想される場合に」を「その危険が及ぶ範囲の拡大が予想される場合に」に修正

三宅島 附属資料 附-25 附-25 （１）噴火警報・予報
「噴火警報を解除する場合等には、」を「火山活動の状況が静穏である場合、あるいは火山活動の状況が噴火警報には及
ばない程度と予想される場合には、」に修正

三宅島 附属資料 附-25 附-25 （２）噴火警戒レベル 「避難準備」を「高齢者等避難」に修正

三宅島 附属資料 附-25 附-25 （２）噴火警戒レベル
「火山防災協議会で合意された避難計画等に基づき、」を
「火山防災協議会で合意された避難開始時期・避難対象地域の設定に基づき、」に修正

三宅島 附属資料 附-25 附-25 （２）噴火警戒レベル 「入山規制や避難勧告等の防災対応をとる。」を「入山規制や避難指示等の防災対応をとる。」に修正

三宅島 附属資料 附-25 附-25
（２）噴火警戒レベル
図

噴火警戒レベルの図を最新の情報に更新

三宅島 附属資料 附-26 附-26 （３）噴火速報
「①噴火警報が発表されていない常時観測火山において」を「①噴火警報が発表されていない常時観測火山（※1）におい
て」に修正

三宅島 附属資料 附-26 附-26 （３）噴火速報
「②噴火警報が発表されている常時観測火山（※1）において、噴火警戒レベルの引き上げや」を
「②噴火警報が発表されている常時観測火山において、噴火警戒レベルの引上げや」に修正

三宅島 附属資料 附-26 附-26 （３）噴火速報 「伊豆諸の火山では」を「伊豆諸島の火山では」に修正

三宅島 附属資料 附-26 附-26 （４）降灰予報 「火山活動か活発化した場合に」を「火山活動が活発化した場合に」に修正

三宅島 附属資料 附-29 附-29 （６）その他の情報等
「または判断に迷う場合に、「火山の状況に関する解説情報（臨時）」を発表する。」を
「または判断に迷う場合に、「火山の状況に関する解説情報（臨時）」が発表される。」に修正

三宅島 附属資料 附-29 附-29 （６）その他の情報等
「火山活動の状況を伝える必要があると判断した場合には、「火山の状況に関する解説情報」を適時発表する。」」を
「火山活動の状況を伝える必要があると判断した場合には、「火山の状況に関する解説情報」が適時発表される。」」に修正

三宅島 附属資料 附-29 附-29 （６）その他の情報等
「写真や図表を用いて、火山の活動の状況や警戒事項について、定期的または必要に応じて臨時に解説する資料」を
「写真や図表等を用いて、火山の活動の状況や警戒事項等について解説するため、随時及び定期的に公表される資料」に
修正

三宅島 附属資料 附-29 附-29 （６）その他の情報等

「噴火（ごく小規模なものは除く。）が発生したときに、発生時刻や噴煙高度等を知らせる情報。おおむね30分以上、連続的
に継続している噴火について、その状態が継続している場合には「連続噴火継続」、停止した場合には「連続噴火停止」と
知らせる。」を
「噴火が発生したことや、噴火に関する情報（噴火の発生時刻・噴煙高度・噴煙の流れる方向・噴火を伴って観測された火
山現象等）を噴火後直ちに知らせる情報。」に修正

三宅島 附属資料 附-29 附-29 （６）その他の情報等
「火山現象に関する海上警報は、噴火の影響が海上や沿岸に及ぶ恐れがある場合に発表される。」を
「噴火の影響が海上や沿岸に及ぶ恐れがある場合に発表される。」に修正

三宅島 附属資料 附-29 附-29 （６）その他の情報等

「航空機のための火山灰情報として、航空路火山灰情報が提供されている。火山灰は、航空機のエンジンに吸い込まれる
とエンジンが停止したり、操縦席の風防ガラスに衝突すると擦りガラス状になり視界が利かなくなったり、飛行場に堆積する
と離着陸できなくなるなど、火山灰による被害は多岐にわたる。このような被害を回避するため、火山灰の分布や拡散予測
を含む航空路火山情報（VAA）の提供を行う航空路火山灰情報センター（VAAC）を世界9か所に設置することになり、日本
においては、気象庁が東京VAACとして、民間航空会社、航空関係機関、気象監視局、他のVAACにVAAを提供してい
る。」　を
「噴火による火山灰が航空機の運航に与える影響を回避するために発表する航空路上の火山灰情報（火山灰の分布や拡
散予測,VAA）。
予報期間は最大で18時間。気象庁が、東アジアおよび北西太平洋地域を担当する航空路火山灰情報センター（東京
VAAC）として、民間航空会社、航空関係機関、気象監視局にVAAを提供している。東京VAACは東アジア・北西太平洋及
び北極圏の一部に対する監視と情報提供を担当している。」　に修正

三宅島 附属資料 附-30 附-30
２　国土交通省が発表する情報
（１）土砂災害緊急情報

「避難勧告等の防災情報を」を「避難指示等の防災情報を」に修正

三宅島 附属資料 附-30 附-30
３　市町村等が発表する情報
（１）避難準備・高齢者等避難開始

「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正（3箇所）

三宅島 附属資料 附-30 附-30 （１）避難準備・高齢者等避難開始 「必要と認める地域の居住者等に対し」を「必要と認める地域の必要と認める居住者等に対し」に修正

三宅島 附属資料 附-30 附-30 （１）避難準備・高齢者等避難開始 「居住者等は、非常用持ち出し品などを用意するなど、避難準備を行う。」を削除

三宅島 附属資料 附-30 附-30 （１）避難準備・高齢者等避難開始 新たに「また、居住者等は、非常用持出品などを用意するなど、避難準備や、自主的な避難を行う。」追加

三宅島 附属資料 附-30 附-30 （２）避難勧告、避難指示（緊急） 「避難勧告、避難指示（緊急）」を「避難指示」に修正

三宅島 附属資料 附-30 附-30 （２）避難勧告、避難指示（緊急） 「避難勧告および避難指示（緊急）」を「避難指示」に修正

三宅島 附属資料 附-30 附-30 （２）避難勧告、避難指示（緊急）

「避難勧告は、危険が迫り避難が必要と認める地域の居住者等に対し、避難のための立退きを促すものである。避難指示
（緊急）は、より危険が切迫している場合、避難が必要と認める地域の居住者等に対して、避難のための立退きを指示する
ものである。」を
「避難指示は、避難が必要と認める地域の必要と認める居住者等に対して、避難のための立退きを指示するものである。」
に修正

三宅島 附属資料 附-30 附-30 （２）避難勧告、避難指示（緊急）

「また、避難のための立退きを行うことがかえって危険な場合には、屋内での安全の確保を行うことが指示されることもあ
る。」を
「また、避難のための立退きを行うことがかえって危険であり、かつ、事態に照らし緊急を要する場合には、近傍の堅固な建
物への退避、屋内の屋外に面する開口部から離れた場所での退避等、緊急に安全を確保することが指示されることもあ
る。」に修正

三宅島 附属資料 附-34 附-34
資料第８　火山用語
【た】

テフラの説明について、
「火山噴火によって大気中に噴出され、地表に堆積した降下火山砕屑物の総称。」を
「火山噴火によって噴出された火山砕屑物の総称。」に修正

三宅島 附属資料 附-36 附-36 （参考）
「・火山活動解説資料（web版）「火山」の用語に関する解説（気象庁）」を
「・気象庁が噴火警報等で用いる用語集（気象庁）」に修正
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火　山 分　類
ページ番号

（R2.10）
ページ番号

（R5.7）
項　　　目 修正対応

八丈島 冒頭 2 2
４　用語例
表　機関名等の標記

「気象庁地震火山部火山課火山監視」を「気象庁地震火山部火山監視課火山監視」に修正

八丈島 本編 本-1 本-1

第1部　八丈島の概要
第１章　基本情報
１　自然条件・社会条件
（２）社会条件

「町の人口は7,316人、世帯数は4,283世帯で」を「町の人口は7,117人、世帯数は4,219世帯で」に修正

八丈島 本編 本-1 本-1 （２）社会条件
「西山と東山の中間地帯に坂下地域（三根・大賀郷）が形成されている（令和２年３月現在）。」を
「西山と東山の中間地帯に坂下地域（三根・大賀郷）が形成されている（令和４年３月現在）。」に修正

八丈島 本編 本-2－本-3 本-2－本-3
２　八丈島火山の概要
図　八丈島の地形図(気象庁, 2013)

図を「図　八丈島の地形図(気象庁，2013)」から最新資料に更新
「図　八丈島の地形図(気象庁, 2013)」を「図　八丈島の色別標高図と標準地図の重ね合わせ（地理院地図より作成）」に変
更

八丈島 本編 本-12 本-12 ４　参考文献 新たに文献名に「八丈島火山噴火緊急減災対策砂防計画（令和２年１１月）」、備考に「東京都建設局河川部（2020）」を追加

八丈島 本編 本-17 本-17
第２章　想定される火山活動等
４　火山ハザードマップ

新たに「「降灰後の土石流」については、東京都建設局河川部にてプレアナリシス型リアルタイムハザードマップのシミュ
レーションが実施されている。」を追加

八丈島 本編 本-17 本-17 ４　火山ハザードマップ
「https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/003/774/hachijyo2.pdf」を
「https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/023/260/hachijyo.pdf」に修正

八丈島 本編 本-20 本-20 ５　噴火警戒レベル 「入山規制や避難勧告等の防災対応をとる。」を「入山規制や避難指示等の防災対応をとる。」に修正

八丈島 本編 本-20 本-20 図　八丈島の噴火警戒レベル（表面） 最新の情報に修正

八丈島 本編 本-20 本-20 図　八丈島の噴火警戒レベル（表面） 新たに「（令和３年12月, 気象庁）」を追加

八丈島 本編 本-21 本-21 図　八丈島の噴火警戒レベル（裏面） 最新の情報に修正

八丈島 本編 本-21 本-21 図　八丈島の噴火警戒レベル（裏面） 「（平成30年５月, 気象庁）」を「（令和３年12月, 気象庁）」に修正

八丈島 本編 本-23 本-23 ６　参考文献

新たに文献名に「1：20,000 火山土地条件図「八丈島」」及び備考欄に「国土地理院(2022)」を追加
新たに文献名に「八丈島火山噴火緊急減災対策砂防計画（令和２年11月）」及び備考欄に「東京都建設局河川部（2020）」
を追加
新たに文献名に「リアルタイムハザードマップデータベース作成委託（八丈島支庁管内）」及び備考欄に「東京都建設局河
川部（2023）」を追加

八丈島 本編 本-26 本-26
第２部　平常時からの備え
第２章　防災関連施設等
２　防災行政無線施設

「町は、住民等に情報を伝達するため、防災行政無線（屋外拡声子局）を41か所に設置している（平成29年10月１日現
在）。」を
「町は、住民等に情報を伝達するため、防災行政無線（屋外拡声子局）を41か所に設置しており、令和６年度末までに７か
所を新規で設置することを予定している。（令和４年11月１日）」に修正

八丈島 本編 本-26 本-26 ４　備蓄
「食料（アルファ化米、乾パン）、毛布、敷物」を「食料（アルファ化米、簡易食糧（ビスケットなど））、毛布、敷物等を備蓄」に
修正

八丈島 本編 本-26 本-26 ４　備蓄 新たに「また、町はテントを備蓄している。」を追加

八丈島 本編 本-27 本-27 図　防災関連施設等の位置 「富士野球場」を「富士グラウンド」に修正

八丈島 本編 本-28 本-28
第３章　防災関係機関等との連携
２　八丈島火山防災協議会
表　八丈島火山防災協議会の概要

「○避難勧告・指示、警戒区域の」を「○避難指示、警戒区域の」に修正

八丈島 本編 本-29 本-29
第４章　火山防災知識等の普及啓発
１　住民への普及啓発

「町は、住民に対して、防災の手引や防災マップ等の配布、ホームページへの掲載を通じ、また、地域でのイベント等の」を
「町は、住民に対して、防災マップ等の配布、ホームページへの掲載を通じ、また、町防災訓練や地域でのイベント等の」に
修正

八丈島 本編 本-30 本-30

第３部　避難計画
第１章　基本方針等
１　基本方針
（２）避難対象者に応じた避難
≪参考≫

「高齢者や障害者等、避難行動や避難生活などにおいて特に配慮を必要とする者」を
「高齢者、障害者、難病患者、妊産婦、乳幼児、外国人等、避難行動や避難生活などにおいて特に配慮を必要とする者」」
に修正

八丈島 本編 本-33 本-33
第２章　火山活動が活発化した場合の対応
１　防災関係機関の活動態勢
表　噴火警戒レベルに対応した活動態勢

「第３非常配備態勢」を「非常配備態勢（第三段階）」に修正（2箇所）

八丈島 本編 本-33 本-33 表　噴火警戒レベルに対応した活動態勢 「第２～３非常配備態勢」を「非常配備態勢（第二段階）」に修正

八丈島 本編 本-33 本-33 表　噴火警戒レベルに対応した活動態勢 「第１非常配備態勢」を「非常配備態勢（第一段階）」に修正

八丈島 本編 本-35 本-35
３　自衛隊への災害派遣要請
（２）災害派遣部隊の受入れ

「富士野球場」を「富士グラウンド」に修正

八丈島 本編 本-37 本-37 ４　噴火警報・予報の伝達

・「噴火警報・予報」を「噴火警報・予報等」に修正（3箇所）
・「※二重枠で囲まれている機関は、気象業務法施行令第８条第１号の規定に基づく噴火警報の法定通知先」を「※二重枠
で囲まれている機関は、気象業務法施行令第８条第１号及び第９条の規定に基づく噴火警報の法定通知先」に修正
・新たに「※噴火速報、火山の状況に関する解説情報（臨時の発表であることを明記したもの）等も噴火警報・予報に準じて
伝達される。」を追加

八丈島 本編 本-41 本-41
第４章　避難情報
２　住民等への周知

「また、防災行政無線、緊急速報メール、広報車、表示板、電光掲示板、町ホームページ、町広報紙等のほか、」を
「また、防災行政無線、緊急速報メール、広報車、表示板、町ホームページ、町広報紙等のほか、」に修正

八丈島 本編 本-42 本-42
第５章　避難情報
１　避難情報の発令
（１）避難情報の発令

「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正

八丈島 本編 本-42 本-42 （１）避難情報の発令 「「避難勧告」もしくは「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

八丈島 本編 本-42 本-42 （１）避難情報の発令 「「避難勧告」又は「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

八丈島 本編 本-42 本-42 （１）避難情報の発令
「危険が及ぶおそれがあると認める場合は、屋内での待避等の安全確保措置の」を
「危険が及ぶおそれがあり、かつ、事態に照らし緊急を要すると認める場合は、緊急安全確保措置の」に修正

八丈島 本編 本-42 本-42 （２）都への報告 「支庁長を経由し、」を削除

八丈島 本編 本-42 本-42 （３）「避難準備・高齢者等避難開始」の発令基準 「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正（3箇所）

八丈島 本編 本-42 本-42 （３）「避難準備・高齢者等避難開始」の発令基準 「避難支援等関係者に「避難準備」を伝達する。」を「避難支援等関係者に避難の準備を伝達する。」に修正

八丈島 本編 本-43 本-43 （４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準 「「避難勧告」・「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

八丈島 本編 本-43 本-43 （４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準 「「避難勧告」は、噴火警戒レベル５が発表されるなど」を「「避難指示」は、噴火警戒レベル５が発表されるなど」に修正

八丈島 本編 本-43 本-43
（４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準
表　島外基準の判断要素

「震度５程度の有感地震」を「震度５程度の地震」に修正

八丈島 本編 本-45 本-45
２　避難情報の伝達
（２）避難情報の伝達内容

「ペット」を「動物」に修正

八丈島 本編 本-50 本-50
第６章　避難対応
４　児童・生徒等の避難
（１）避難情報の伝達

「避難準備・高齢者等避難開始、避難勧告、避難指示（緊急）」を「高齢者等避難、避難指示」に修正（2箇所）

八丈島 本編 本-51 本-51
５　避難行動要支援者の避難
（１）避難の基準
表　避難行動要支援者の避難の基準

「避難準備・高齢者等避難開始、避難勧告、避難指示（緊急）」を「高齢者等避難、避難指示」に修正（2箇所）

八丈島 本編 本-51 本-51 （３）島内避難
「避難行動要支援者の島内における避難先は、福祉避難所とする。」を
「避難行動要支援者の島内における避難先は、福祉避難所を優先的に使用する。」に修正

八丈島 本編 本-52 本-52 ８　避難に際し住民のとるべき対応 「移動にあたっては町営バスで移動すること。」を「移動にあたっては町営バスでの移動を基本とすること。」に修正

八丈島 本編 本-52 本-52 ８　避難に際し住民のとるべき対応 「ペット」を「動物」に修正

八丈島 本編 本-53 本-53
第７章　避難に伴う対応措置
３　ペットの同行避難

「ペット」を「動物」に修正（5箇所）

八丈島 本編 本-55 本-55

第８章　避難生活
１　島内での避難生活
（３）救援体制
ア　食料・生活必需品等の供給
（ア）食料の供給

「支庁を経由し、」を削除
「福祉保健局」を「福祉局」に修正

八丈島 本編 本-55 本-55 （イ）生活必需品等の供給
「支庁を経由し、」を削除
「福祉保健局」を「福祉局」に修正

八丈島 本編 本-55 本-55 （４）要配慮者対策 「（高齢者、障害者等）」を「（高齢者、障害者、難病患者、妊産婦、乳幼児、外国人など）」に修正

八丈島 本編 本-55 本-55 （５）ペット対策 「ペット」を「動物」に修正（3箇所）

八丈島 本編 本-56 本-56 ２　島外での避難生活 「ペット」を「動物」に修正

八丈島 マニュアル編 マ-3 マ-3

【マニュアル編】
第1部　全体・共通事項
第３章　防災関係機関の体制
１　防災関係機関の活動態勢
表　噴火警戒レベルに対応した活動態勢

「第３非常配備態勢」を「非常配備態勢（第三段階）」に修正（2箇所）

八丈島 マニュアル編 マ-3 マ-3 表　噴火警戒レベルに対応した活動態勢 「第２～３非常配備態勢」を「非常配備態勢（第二段階）」に修正

八丈島 マニュアル編 マ-3 マ-3 表　噴火警戒レベルに対応した活動態勢 「第１非常配備態勢」を「非常配備態勢（第一段階）」に修正

八丈島 マニュアル編 マ-5 マ-5
第４章　防災関係機関の対応
１　噴火警報・予報の伝達

・「噴火警報・予報」を「噴火警報・予報等」に修正（3箇所）
・「※二重枠で囲まれている機関は、気象業務法施行令第８条第１号の規定に基づく噴火警報の法定通知先」を「※二重枠
で囲まれている機関は、気象業務法施行令第８条第１号及び第９条の規定に基づく噴火警報の法定通知先」に修正
・新たに「※噴火速報、火山の状況に関する解説情報（臨時の発表であることを明記したもの）等も噴火警報・予報に準じて
伝達される。」を追加

八丈島 マニュアル編 マ-5－マ-6 マ-5－マ-6
第４章　防災関係機関の対応
３　避難情報の発令
（１）避難情報の発令

「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正

八丈島 マニュアル編 マ-5－マ-6 マ-5－マ-6 （１）避難情報の発令 「避難勧告」もしくは「避難指示（緊急）」を「避難指示」に修正

八丈島 マニュアル編 マ-5－マ-6 マ-5－マ-6 （１）避難情報の発令 「避難勧告」又は「避難指示（緊急）」を「避難指示」に修正

八丈島 マニュアル編 マ-5－マ-6 マ-5－マ-6 （１）避難情報の発令
「危険が及ぶおそれがあると認める場合は、屋内での待避等の安全確保措置の」を
「危険が及ぶおそれがあり、かつ、事態に照らし緊急を要すると認める場合は、緊急安全確保措置の」に修正

八丈島 マニュアル編 マ-6 マ-6 （２）都への報告 「支庁長を経由し、」を削除

八丈島 マニュアル編 マ-6 マ-6 （３）「避難準備・高齢者等避難開始」の発令基準 「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正（3箇所）

八丈島 マニュアル編 マ-6 マ-6 （３）「避難準備・高齢者等避難開始」の発令基準 「避難支援等関係者に「避難準備」を伝達する。」を「避難支援等関係者に避難の準備を伝達する。」に修正

八丈島 マニュアル編 マ-6 マ-6 （４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準 「「避難勧告」・「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

八丈島 マニュアル編 マ-6 マ-6 （４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準 「「避難勧告」は、噴火警戒レベル５が発表されるなど」を「「避難指示」は、噴火警戒レベル５が発表されるなど」に修正

八丈島 マニュアル編 マ-6 マ-6 （４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準
「又は住民等の安全確保のため必要と判断した場合に発令し、緊急を要するときは「避難指示（緊急）」を発令する。」を
「又は住民等の安全確保のため必要と判断した場合に発令する。」に修正

八丈島 マニュアル編 マ-6 マ-6
（４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準
表　島外基準の判断要素

「震度５程度の有感地震」を「震度５程度の地震」に修正

八丈島 マニュアル編 マ-8 マ-8
４　自衛隊への災害派遣要請
（２）災害派遣部隊の受入れ

「富士野球場」を「富士グラウンド」に修正

八丈島 マニュアル編 マ-10 マ-10

第２部噴火警戒レベル別マニュアル
第１章　噴火警戒レベル１（山頂噴火）
３　各機関の対応
（１）立入規制
■立入規制図

最新の情報に修正

八丈島 マニュアル編 マ-11 マ-11
第２章　噴火警戒レベル２（山頂噴火）
２　各機関の活動態勢

「②第１非常配備態勢」を「②非常配備態勢（第一段階）」に修正

八丈島 マニュアル編 マ-13 マ-13
３　各機関の対応
（１）立入規制
■立入規制図

最新の情報に修正

八丈島 マニュアル編 マ-14 マ-14
（１）立入規制
■各機関の役割

町の役割の「・立入規制の周知（防災行政無線、広報車、表示板、電光掲示板、町ホームページ」を
「・立入規制の周知（防災行政無線、広報車、表示板、町ホームページ」に修正

八丈島 マニュアル編 マ-15 マ-15
第３章　噴火警戒レベル３（山頂噴火）
２　各機関の活動態勢

「災害対策本部第２次非常配備態勢」を「①第２次非常配備態勢　②第３次非常配備態勢」に修正

八丈島 マニュアル編 マ-15 マ-15
第３章　噴火警戒レベル３（山頂噴火）
２　各機関の活動態勢

「第２～３非常配備態勢」を「非常配備態勢（第二段階）」に修正

八丈島 マニュアル編 マ-17 マ-17
３　各機関の対応
（１）立入規制
■立入規制図

最新の情報に修正

八丈島 マニュアル編 マ-18 マ-18
（１）立入規制
■各機関の役割

町の役割の「・立入規制の周知（防災行政無線、広報車、表示板、電光掲示板、町ホームページ」を
「・立入規制の周知（防災行政無線、広報車、表示板、町ホームページ」に修正

八丈島 マニュアル編 マ-21 マ-21
第４章　噴火警戒レベル４（山頂噴火・山腹噴火）
２　各機関の活動態勢

「災害対策本部第４次非常配備態勢」を「第４次非常配備態勢」に修正

八丈島 マニュアル編 マ-21 マ-21
第４章　噴火警戒レベル４（山頂噴火・山腹噴火）
２　各機関の活動態勢

「第３非常配備態勢」を「非常配備態勢（第三段階）」に修正

八丈島 マニュアル編 マ-24 マ-24
３　各機関の対応
（１）立入規制
■立入規制図

「富士野球場」を「富士グラウンド」に変更

八丈島 マニュアル編 マ-25 マ-25
（１）立入規制
■各機関の役割

町の役割の「・立入規制の周知（防災行政無線、広報車、表示板、電光掲示板、町ホームページ」を
「・立入規制の周知（防災行政無線、広報車、表示板、町ホームページ」に修正

八丈島 マニュアル編 マ-28 マ-28
（２）避難対応
イ　避難行動要支援者（島内避難／島外避難）
■避難場所・避難所・社会福祉施設の位置図

「富士野球場」を「富士グラウンド」に変更

八丈島 マニュアル編 マ-30 マ-30
第５章　噴火警戒レベル５（山頂噴火・山腹噴火）
２　各機関の活動態勢

「災害対策本部第４次非常配備態勢」を「第４次非常配備態勢」に修正

八丈島 マニュアル編 マ-30 マ-30
第５章　噴火警戒レベル５（山頂噴火・山腹噴火）
２　各機関の活動態勢

「第３非常配備態勢」を「非常配備態勢（第三段階）」に修正

八丈島 マニュアル編 マ-34 マ-34
３　各機関の対応
（１）立入規制
■立入規制図

「富士野球場」を「富士グラウンド」に変更

八丈島 マニュアル編 マ-35 マ-35
（１）立入規制
■各機関の役割

町の役割の「・立入規制の周知（防災行政無線、広報車、表示板、電光掲示板、町ホームページ」を
「・立入規制の周知（防災行政無線、広報車、表示板、町ホームページ」に修正

八丈島 マニュアル編 マ-39 マ-39
（２）避難対応
イ　避難行動要支援者（島内避難／島外避難）
■避難場所・避難所・社会福祉施設の位置図

「富士野球場」を「富士グラウンド」に変更

八丈島 マニュアル編 マ-45 マ-45

≪詳細資料≫島内避難計画（避難対象地域別避
難計画）
１）山腹噴火により三根地域に被害が及ぶ場合
■避難方法（状況別）

＜避難場所＞の「富士野球場」を「富士グラウンド」に変更

八丈島 マニュアル編 マ-46 マ-46
１）山腹噴火により三根地域に被害が及ぶ場合
■基本情報

「富士野球場」を「富士グラウンド」に変更

八丈島 マニュアル編 マ-48 マ-48
２）山腹噴火により大賀郷地域に被害が及ぶ場合
■基本情報

「富士野球場」を「富士グラウンド」に変更

八丈島 マニュアル編 マ-49 マ-49
３）山頂噴火又は山腹噴火により三根地域及び大
賀郷地域に被害が及ぶ場合
■避難方法（状況別）

＜避難場所＞の「富士野球場」を「富士グラウンド」に変更

八丈島 マニュアル編 マ-50 マ-50

３）山頂噴火又は山腹噴火により三根地域及び大
賀郷地域に被害が及ぶ場合
■避難情報図（三根地域及び大賀郷地域 ※避難
場所から避難所まで）

「富士野球場」を「富士グラウンド」に変更

八丈島 マニュアル編 マ-52 マ-52

４）山頂噴火又は山腹噴火により三根永郷地区・
大賀郷永郷地区*に被害が及ぶ場合
■避難情報図（三根永郷地区・大賀郷永郷地区
※避難場所まで）

「富士野球場」を「富士グラウンド」に変更

八丈島 附属資料 附-1 附-1
【附属資料編】
資料第１　火山観測体制
図　観測点配置図（気象庁，令和2年1月現在）

「（気象庁，令和2年1月現在）」を「（気象庁，令和４年３月現在）」に修正

八丈島 附属資料 附-1 附-1
表　機関別観測機器内訳※（気象庁，令和2年1
月現在）

「（気象庁，令和2年1月現在）」を「（気象庁，令和４年３月現在）」に修正

八丈島 附属資料 附-1 附-1
表　機関別観測機器内訳※（気象庁，令和2年1
月現在）

地震計の個数を「3」から「2」に修正

八丈島 附属資料 附-1 附-1
表　機関別観測機器内訳※（気象庁，令和2年1
月現在）

地震計（検知網）の個数を「1」から「2」に修正

八丈島 附属資料 附-2 附-2
資料第２　島内の防災関連施設等
１　避難場所

「（平成29年度修正）」を「（令和３年度修正）」に修正
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八丈島 附属資料 附-3 附-3 ２　避難所 「（平成29年度修正）」を「（令和３年度修正）」に修正

八丈島 附属資料 附-4 附-4
３　港・空港等
（１）港

「東京都港湾局事業概要（平成30年度版）」を「東京都地域防災計画震災編（令和元年修正）」に修正　（２箇所）

八丈島 附属資料 附-5 附-5
３　港・空港等
（２）空港・ヘリポート
ア　八丈島空港

「東京都港湾局HP・八丈支庁提供情報（平成31年３月時点）」を「東京都地域防災計画震災編（令和元年修正）」に修正

八丈島 附属資料 附-5 附-5
３　港・空港等
（２）空港・ヘリポート
イ　富士中学校ヘリポート（臨時）

「（平成29年度修正）」を「（令和３年度修正）」に修正

八丈島 附属資料 附-5 附-5
（２）空港・ヘリポート
ウ　富士野球場ヘリポート（臨時）

「富士野球場ヘリポート」を「富士グラウンドヘリポート」に修正

八丈島 附属資料 附-5 附-5
（２）空港・ヘリポート
ウ　富士野球場ヘリポート（臨時）

「（平成29年度修正）」を「（令和３年度修正）」に修正

八丈島 附属資料 附-5 附-5
（２）空港・ヘリポート
エ　大賀郷中学校ヘリポート（臨時）

「（平成29年度修正）」を「（令和３年度修正）」に修正

八丈島 附属資料 附-5 附-5
（２）空港・ヘリポート
オ　樫立運動場ヘリポート（臨時）

「（平成29年度修正）」を「（令和３年度修正）」に修正

八丈島 附属資料 附-5 附-5
（２）空港・ヘリポート
カ　三原小・中学校ヘリポート（臨時）

「（平成29年度修正）」を「（令和３年度修正）」に修正

八丈島 附属資料 附-5 附-5
（２）空港・ヘリポート
キ　末吉運動場ヘリポート（臨時）

「（平成29年度修正）」を「（令和３年度修正）」に修正

八丈島 附属資料 附-5 附-6
（２）空港・ヘリポート
図防災関連施設等の位置

「富士野球場」を「富士グラウンド」に変更

八丈島 附属資料 附-5 附-6 図防災関連施設等の位置 新たに「八丈支庁」のラベルを追加

八丈島 附属資料 附-8 附-8 資料第３　東京港係留施設 「令和元年12月現在」を「東京都地域防災計画震災編（令和元年修正）」に修正

八丈島 附属資料 附-9 附-9
資料第４　移送手段
１　バス（町営バス）

「平成31年１月現在」を「令和4年4月現在）」に修正

八丈島 附属資料 附-10 附-10 （２）第三管区海上保安本部 船名「はやかぜ」の総トン数を「23」から「19」に修正、全長を「20」から「18」に修正

八丈島 附属資料 附-10 附-10 （２）第三管区海上保安本部 船名「ゆりかぜ」の総トン数を「23」から「26」に修正

八丈島 附属資料 附-10 附-10 （２）第三管区海上保安本部 船名「おおすみ」から「さがみ」に修正

八丈島 附属資料 附-10 附-10 （２）第三管区海上保安本部 船名「いず」の総トン数を「1,500」から「3,500」に修正

八丈島 附属資料 附-10 附-10 （２）第三管区海上保安本部 船名「きりかぜ」の総トン数を「23」から「26」に修正

八丈島 附属資料 附-10 附-10 （２）第三管区海上保安本部 船名「きりかぜ」の幅を「4.3」から「4.5」に修正

八丈島 附属資料 附-10 附-10 （２）第三管区海上保安本部 船名「しおかぜ」を削除

八丈島 附属資料 附-10 附-10 （２）第三管区海上保安本部 船名「たまかぜ」を削除

八丈島 附属資料 附-10 附-10 （２）第三管区海上保安本部 「令和元年12月現在」を「令和4年10月現在」に修正

八丈島 附属資料 附-11 附-11 （３）海上自衛隊（横須賀） 新たに船名「まや」、総トン数「8,200」、全長「170.0」、最大幅「21.0」、喫水「6.2」を追加

八丈島 附属資料 附-11 附-11 （３）海上自衛隊（横須賀） 新たに船名「もがみ」と「くまの」、総トン数「3,900」、全長「133.0」、最大幅「16.3」、喫水「4.7」を追加

八丈島 附属資料 附-11 附-11 （３）海上自衛隊（横須賀） 新たに船名「ひらど」、総トン数「690」、全長「67.0」、最大幅「11.0」、喫水「2.7」を追加

八丈島 附属資料 附-11 附-11 （３）海上自衛隊（横須賀） 「令和元年12月現在」を「令和4年11月現在」に修正

八丈島 附属資料 附-12 附-12
３　航空機
（１）東京消防庁

機体名「ひばり」の型式を「ユーロコプター式」から「レオナルド式」に修正

八丈島 附属資料 附-12 附-12 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」の巡航速度を「252」から「235」に修正

八丈島 附属資料 附-12 附-12 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」の航続時間を「５時間54分」から「6時間11分」に修正

八丈島 附属資料 附-12 附-12 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」の航続距離を「1,105」から「1,206」に修正

八丈島 附属資料 附-12 附-12 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」の座席数（乗員含む。）を「23」から「21」に修正

八丈島 附属資料 附-12 附-12 （１）東京消防庁
機体名「ひばり」の座席数（乗員含む。）を「ターボメカ式1,877馬力×２基」から「ゼネラル・エレクトリック式2,104馬力×２基」
に修正

八丈島 附属資料 附-12 附-12 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」の消火装置（容量）を「胴体下部取付式」から「胴体下部吊下げ式」に修正

八丈島 附属資料 附-12 附-12 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」のスリング（最大つり下げ重量）を「3,000」から「2,800」に修正

八丈島 附属資料 附-12 附-12 （１）東京消防庁 「令和元年12月現在」を「令和4年11月現在」に修正

八丈島 附属資料 附-13 附-13 （２）警視庁
表を最新の情報に修正
「令和２年１月現在」を「令和５年４月現在」に修正

八丈島 附属資料 附-14 附-14
（３）第三管区海上保安本部
１）　機種・型式

羽田航空基地と巡視船「あきつしま」搭載機の型式を「ユーロコプター式」から「エアバス・ヘリコプターズ式」に修正
「巡視船「おおすみ」搭載機」から「巡視船「さがみ」搭載機」に修正

八丈島 附属資料 附-14 附-14 ２）　性能
シコルスキー７６Ｄの搭載能力の物資（kg）を「235」から「96」に修正
「令和元年12月現在」を「令和4年10月現在」に修正

八丈島 附属資料 附-15 附-15 （４）陸上自衛隊・航空自衛隊
CH４７J（大型ヘリ）とＵＨ－６０Ｊ（中型）の使用燃料を「ＪＰ－４Ａ」から「ＪｅｔＡ－１＋」に修正
「令和２年１月現在」を「令和５年９月現在」に修正

八丈島 附属資料 附-16 附-16
資料第５　関係機関連絡先
１　官公署

末吉出張所の電話番号「8-1003」を「８-1003」に修正

八丈島 附属資料 附-16 附-16 １　官公署 「平成31年１月現在」を「令和４年３月現在）」に修正

八丈島 附属資料 附-16 附-16 ２　医療機関 「平成31年１月現在」を「令和４年３月現在）」に修正

八丈島 附属資料 附-16 附-16
３　学校等
（１）保育園

「平成31年１月現在」を「令和４年３月現在）」に修正

八丈島 附属資料 附-17 附-17 （２）小中学校 「平成31年１月現在」を「令和４年３月現在）」に修正

八丈島 附属資料 附-17 附-17 （３）高等学校 「平成31年１月現在」を「令和４年３月現在）」に修正

八丈島 附属資料 附-17 附-17 ４　社会福祉施設 「平成31年１月現在」を「令和４年３月現在）」に修正

八丈島 附属資料 附-17 附-17 ５　その他 「平成31年１月現在」を「令和４年３月現在）」に修正

八丈島 附属資料 附-24 附-24
資料第７　広報文例・表示板等例
１　広報文例
（３）避難準備・高齢者等避難開始

「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正（3箇所）

八丈島 附属資料 附-24 附-24 （３）避難準備・高齢者等避難開始 「“evacuation preparation” and 」を削除
八丈島 附属資料 附-25 附-25 （４）島内避難 「避難勧告/指示」を「避難指示」に修正

八丈島 附属資料 附-25 附-25 （４）島内避難 「避難指示（緊急）」を「避難指示」に修正
八丈島 附属資料 附-25 附-25 （４）島内避難 「“evacuation recommendation/order” 」を「 “evacuation order”」に修正

八丈島 附属資料 附-26 附-26 （５）島外避難 「島外避難の避難指示（緊急）」を「島外避難の避難指示」に修正

八丈島 附属資料 附-30 附-30
資料第８　火山防災に関する情報
１　気象庁が発表する情報
（１）噴火警報・予報

「噴火警報は、生命に危険を及ぼす火山現象」を「噴火警報は、噴火に伴って、生命に危険を及ぼす火山現象」に修正

八丈島 附属資料 附-30 附-30 （１）噴火警報・予報 「その拡大が予想される場合に」を「その危険が及ぶ範囲の拡大が予想される場合に」に修正

八丈島 附属資料 附-30 附-30 （１）噴火警報・予報
「噴火警報を解除する場合等には、」を「火山活動の状況が静穏である場合、あるいは火山活動の状況が噴火警報には及
ばない程度と予想される場合には、」に修正

八丈島 附属資料 附-30 附-30 （２）噴火警戒レベル 「避難準備」を「高齢者等避難」に修正

八丈島 附属資料 附-30 附-30 （２）噴火警戒レベル
「火山防災協議会で合意された避難計画等に基づき、」を
「火山防災協議会で合意された避難開始時期・避難対象地域の設定に基づき、」に修正

八丈島 附属資料 附-30 附-30 （２）噴火警戒レベル 「入山規制や避難勧告等の防災対応をとる。」を「入山規制や避難指示等の防災対応をとる。」に修正

八丈島 附属資料 附-30 附-30
（２）噴火警戒レベル
図

噴火警戒レベルの図を最新の情報に更新

八丈島 附属資料 附-31 附-31 （３）噴火速報
「①噴火警報が発表されていない常時観測火山において」を
「①噴火警報が発表されていない常時観測火山（※1）において」に修正

八丈島 附属資料 附-31 附-31 （３）噴火速報
「②噴火警報が発表されている常時観測火山（※1）において、噴火警戒レベルの引き上げや」を
「②噴火警報が発表されている常時観測火山において、噴火警戒レベルの引上げや」に修正

八丈島 附属資料 附-31 附-31 （３）噴火速報 「伊豆諸の火山では」を「伊豆諸島の火山では」に修正

八丈島 附属資料 附-31 附-31 （４）降灰予報 「火山活動か活発化した場合に」を「火山活動が活発化した場合に」に修正

八丈島 附属資料 附-34 附-34 （６）その他の情報等
「または判断に迷う場合に、「火山の状況に関する解説情報（臨時）」を発表する。」を
「または判断に迷う場合に、「火山の状況に関する解説情報（臨時）」が発表される。」に修正

八丈島 附属資料 附-34 附-34 （６）その他の情報等
「火山活動の状況を伝える必要があると判断した場合には、「火山の状況に関する解説情報」を適時発表する。」を
「火山活動の状況を伝える必要があると判断した場合には、「火山の状況に関する解説情報」が適時発表される。」に修正

八丈島 附属資料 附-34 附-34 （６）その他の情報等
「写真や図表を用いて、火山の活動の状況や警戒事項について、定期的又は必要に応じて臨時に解説する資料」を
「写真や図表を用いて、火山の活動の状況や警戒事項等について解説するため、随時及び定期的に公表される資料」に修
正

八丈島 附属資料 附-34 附-34 （６）その他の情報等

「噴火（ごく小規模なものは除く。）が発生したときに、発生時刻や噴煙高度等を知らせる情報。おおむね30分以上、連続的
に継続している噴火について、その状態が継続している場合には「連続噴火継続」、停止した場合には「連続噴火停止」と
知らせる。」を
「噴火が発生したことや、噴火に関する情報（噴火の発生時刻・噴煙高度・噴煙の流れる方向・噴火を伴って観測された火
山現象等）を噴火後直ちに知らせる情報。」
に修正

八丈島 附属資料 附-34 附-34 （６）その他の情報等
「火山現象に関する海上警報は、噴火の影響が海上や沿岸に及ぶおそれがある場合に発表される。」を
「噴火の影響が海上や沿岸に及ぶ恐れがある場合に発表される。」に修正

八丈島 附属資料 附-34 附-34 （６）その他の情報等

「航空機のための火山灰情報として、航空路火山灰情報が提供されている。火山灰は、航空機のエンジンに吸い込まれる
とエンジンが停止したり、操縦席の風防ガラスに衝突すると擦りガラス状になり視界が利かなくなったり、飛行場に堆積する
と離着陸できなくなるなど、火山灰による被害は多岐にわたる。このような被害を回避するため、火山灰の分布や拡散予測
を含む航空路火山情報（VAA）の提供を行う航空路火山灰情報センター（VAAC）を世界9か所に設置することになり、日本
においては、気象庁が東京VAACとして、民間航空会社、航空関係機関、気象監視局、他のVAACにVAAを提供してい
る。」　を
「噴火による火山灰が航空機の運航に与える影響を回避するために発表する航空路上の火山灰情報（火山灰の分布や拡
散予測,VAA）。
予報期間は最大で18時間。気象庁が、東アジアおよび北西太平洋地域を担当する航空路火山灰情報センター（東京
VAAC）として、民間航空会社、航空関係機関、気象監視局にVAAを提供している。東京VAACは東アジア・北西太平洋及
び北極圏の一部に対する監視と情報提供を担当している。」　に修正

八丈島 附属資料 附-35 附-35
２　国土交通省が発表する情報
（１）土砂災害緊急情報

「避難勧告等の防災情報を」を「避難指示等の防災情報を」に修正

八丈島 附属資料 附-35 附-35
３　市町村等が発表する情報
（１）避難準備・高齢者等避難開始

「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正（3箇所）

八丈島 附属資料 附-35 附-35 （１）避難準備・高齢者等避難開始 「必要と認める地域の居住者等に対し」を「必要と認める地域の必要と認める居住者等に対し」に修正

八丈島 附属資料 附-35 附-35 （１）避難準備・高齢者等避難開始 「居住者等は、非常用持ち出し品などを用意するなど、避難準備を行う。」を削除

八丈島 附属資料 附-35 附-35 （１）避難準備・高齢者等避難開始 新たに「また、居住者等は、非常用持出品などを用意するなど、避難準備や、自主的な避難を行う。」追加

八丈島 附属資料 附-35 附-35 （２）避難勧告、避難指示（緊急） 「避難勧告、避難指示（緊急）」を「避難指示」に修正

八丈島 附属資料 附-35 附-35 （２）避難勧告、避難指示（緊急） 「「避難勧告」及び「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

八丈島 附属資料 附-35 附-35 （２）避難勧告、避難指示（緊急）

「避難勧告は、危険が迫り避難が必要と認める地域の居住者等に対し、避難のための立退きを促すものである。避難指示
（緊急）は、より危険が切迫している場合、避難が必要と認める地域の居住者等に対して、避難のための立退きを指示する
ものである。」を
「避難指示は、避難が必要と認める地域の必要と認める居住者等に対して、避難のための立退きを指示するものである。」
に修正

八丈島 附属資料 附-35 附-35 （２）避難勧告、避難指示（緊急）

「また、避難のための立退きを行うことがかえって危険な場合には、屋内での安全の確保を行うことが指示されることもあ
る。」を
「また、避難のための立退きを行うことがかえって危険であり、かつ、事態に照らし緊急を要する場合には、近傍の堅固な建
物への退避、屋内の屋外に面する開口部から離れた場所での退避等、緊急に安全を確保することが指示されることもあ
る。」に修正

八丈島 附属資料 附-39 附-39
資料第９　火山用語
【た】

テフラの説明について、
「火山噴火によって大気中に噴出され、地表に堆積した降下火山砕屑物の総称。」を
「火山噴火によって噴出された火山砕屑物の総称。」に修正

八丈島 附属資料 附-41 附-41 （参考）
「・火山活動解説資料（web版）「火山」の用語に関する解説（気象庁）」を
「・気象庁が噴火警報等で用いる用語集（気象庁）」に修正
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ページ番号
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ページ番号

（R5.7）
項　　　目 修正対応

青ヶ島 冒頭 2 2
４　用語例
表　機関名等の標記

「気象庁地震火山部火山課火山監視」を「気象庁地震火山部火山監視課火山監視」に修正

青ヶ島 本編 本-1 本-1

第1部　青ヶ島の概要
第１章　基本情報
１　自然条件・社会条件
（２）社会条件

村の人口を「170 」から「169」に修正

青ヶ島 本編 本-1 本-1 （２）社会条件 世帯数を「113 」から「118」に修正

青ヶ島 本編 本-1 本-1 （２）社会条件 「（令和元年８月現在）」から「（令和２年10月現在）」に修正

青ヶ島 本編 本-2 本-2
２　青ヶ島火山の概要
図　青ヶ島の地形図(気象庁，2013)

「図　青ヶ島の地形図(気象庁，2013)」から最新資料に更新
図を「図　青ヶ島の地形図(気象庁，2013)」から「図　青ヶ島の色別標高図と標準地図の重ね合わせ（地理院地図より作
成）」に変更

青ヶ島 本編 本-12 本-12 ４　参考文献 新たに文献名に「青ヶ島火山噴火緊急減災対策砂防計画（令和４年７月）」、備考に「東京都建設局河川部（2022）」を追加

青ヶ島 本編 本-16 本-16
第２章　避難情報
４　火山ハザードマップ

新たに「降灰後の土石流」については、東京都建設局河川部にてプレアナリシス型リアルタイムハザードマップのシミュレー
ションが実施されている。」を追加

青ヶ島 本編 本-18 本-18 ５　噴火警戒レベル 「入山規制や避難勧告等の防災対応をとる。」を「入山規制や避難指示等の防災対応をとる。」に修正

青ヶ島 本編 本-18 本-18 図　青ヶ島の噴火警戒レベル（表面） 最新の情報に修正

青ヶ島 本編 本-18 本-18 図　青ヶ島の噴火警戒レベル（表面） 新たに「（令和３年12月, 気象庁）」を追加

青ヶ島 本編 本-19 本-19 図　青ヶ島の噴火警戒レベル（裏面） 最新の情報に修正

青ヶ島 本編 本-19 本-19 図　青ヶ島の噴火警戒レベル（裏面） 「（平成30年５月, 気象庁）」を「（令和３年12月, 気象庁）」に修正

青ヶ島 本編 本-21 本-21 ６　参考文献 新たに文献名に「青ヶ島火山噴火緊急減災対策砂防計画（令和４年７月）」、備考に「東京都建設局河川部（2022）」を追加

青ヶ島 本編 本-21 本-21 ６　参考文献
新たに文献名に「リアルタイムハザードマップデータベース作成委託（八丈支庁管内）」、備考に「東京都建設局河川部
（2023）」を追加

青ヶ島 本編 本-26 本-26

第２部　平常時からの備え
第３章　防災関係機関等との連携
２　青ヶ島火山防災協議会
表　青ヶ島火山防災協議会の概要

「○避難勧告・指示、警戒区域の」を「○避難指示、警戒区域の」に修正

青ヶ島 本編 本-28 本-28

第３部　避難計画
第１章　基本方針等
１　基本方針
（２）避難対象者に応じた避難
≪参考≫

「高齢者や障害者等、避難行動や避難生活などにおいて特に配慮を必要とする者」を
「高齢者、障害者、難病患者、妊産婦、乳幼児、外国人等、避難行動や避難生活などにおいて特に配慮を必要とする者」に
修正

青ヶ島 本編 本-31 本-31
第２章　火山活動が活発化した場合の対応
１　防災関係機関の活動態勢
表　噴火警戒レベルに対応した活動態勢

「第３非常配備態勢」を「非常配備態勢（第三段階）」に修正（2箇所）

青ヶ島 本編 本-31 本-31 表　噴火警戒レベルに対応した活動態勢 「第２～３非常配備態勢」を「非常配備態勢（第二段階）」に修正

青ヶ島 本編 本-31 本-31 表　噴火警戒レベルに対応した活動態勢 「第１非常配備態勢」を「非常配備態勢（第一段階）」に修正

青ヶ島 本編 本-34 本-34 ４　噴火警報・予報の伝達

・「噴火警報・予報」を「噴火警報・予報等」に修正（3箇所）
・「※二重枠で囲まれている機関は、気象業務法施行令第８条第１号の規定に基づく噴火警報の法定通知先」を「※二重枠
で囲まれている機関は、気象業務法施行令第８条第１号及び第９条の規定に基づく噴火警報の法定通知先」に修正
・新たに「※噴火速報、火山の状況に関する解説情報（臨時の発表であることを明記したもの）等も噴火警報・予報に準じて
伝達される。」を追加

青ヶ島 本編 本-40 本-40
第５章　避難情報
１　避難情報の発令
（１）避難情報の発令

「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正

青ヶ島 本編 本-40 本-40 （１）避難情報の発令 「「避難勧告」もしくは「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

青ヶ島 本編 本-40 本-40 （１）避難情報の発令 「「避難勧告」又は「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

青ヶ島 本編 本-40 本-40 （１）避難情報の発令
「危険が及ぶおそれがあると認める場合は、屋内での待避等の安全確保措置の」を
「危険が及ぶおそれがあり、かつ、事態に照らし緊急を要すると認める場合は、緊急安全確保措置の」に修正

青ヶ島 本編 本-40 本-40 （２）都への報告 「支庁長を経由し、」を削除

青ヶ島 本編 本-40 本-40 （３）「避難準備・高齢者等避難開始」の発令基準 「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正（3箇所）

青ヶ島 本編 本-40 本-40 （３）「避難準備・高齢者等避難開始」の発令基準 「避難支援等関係者に「避難準備」を伝達する。」を「避難支援等関係者に避難の準備を伝達する。」に修正

青ヶ島 本編 本-41 本-41 （４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準 「「避難勧告」・「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

青ヶ島 本編 本-41 本-41 （４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準 「「避難勧告」は、噴火警戒レベル５が発表されるなど」を「「避難指示」は、噴火警戒レベル５が発表されるなど」に修正

青ヶ島 本編 本-41 本-41 （４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準
「又は住民等の安全確保のため必要と判断した場合に発令し、緊急を要するときは「避難指示（緊急）」を発令する。」を
「又は住民等の安全確保のため必要と判断した場合に発令する。」に修正

青ヶ島 本編 本-41 本-41
（４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準
表　島外基準の判断要素

「震度５程度の有感地震」を「震度５程度の地震」に修正

青ヶ島 本編 本-42－本-43 本-42－本-43
２　避難情報の伝達
（２）避難情報の伝達内容

「ペット」を「動物」に修正

青ヶ島 本編 本-46 本-46
第６章　避難対応
３　児童・生徒等の避難
（１）避難情報の伝達

「避難準備・高齢者等避難開始、避難勧告、避難指示（緊急）」を「高齢者等避難、避難指示」に修正

青ヶ島 本編 本-47 本-47
４　避難行動要支援者の避難
（１）避難の基準
表　避難行動要支援者の避難の基準

「避難準備・高齢者等避難開始、避難勧告、避難指示（緊急）」を「高齢者等避難、避難指示」に修正

青ヶ島 本編 本-48 本-48 ７　避難に際し住民のとるべき対応 「ペット」を「動物」に修正

青ヶ島 本編 本-49 本-49
第７章　避難に伴う対応措置
３　ペットの同行避難

「ペット」を「動物」に修正（5箇所）

青ヶ島 本編 本-50 本-50
第８章　避難生活
１　島外での避難生活

「ペット」を「動物」に修正

青ヶ島 マニュアル編 マ-3 マ-3

【マニュアル編】
第1部　全体・共通事項
第３章　防災関係機関の体制
１　防災関係機関の活動態勢
表　噴火警戒レベルに対応した活動態勢

「第３非常配備態勢」を「非常配備態勢（第三段階）」に修正（2箇所）

青ヶ島 マニュアル編 マ-3 マ-3 表　噴火警戒レベルに対応した活動態勢 「第２～３非常配備態勢」を「非常配備態勢（第二段階）」に修正

青ヶ島 マニュアル編 マ-3 マ-3 表　噴火警戒レベルに対応した活動態勢 「第１非常配備態勢」を「非常配備態勢（第一段階）」に修正

青ヶ島 マニュアル編 マ-5 マ-6 第４章　防災関係機関の対応

・「噴火警報・予報」を「噴火警報・予報等」に修正（３箇所）
・「※二重枠で囲まれている機関は、気象業務法施行令第８条第１号の規定に基づく噴火警報の法定通知先」を「※二重枠
で囲まれている機関は、気象業務法施行令第８条第１号及び第９条の規定に基づく噴火警報の法定通知先」に修正
・新たに「※噴火速報、火山の状況に関する解説情報（臨時の発表であることを明記したもの）等も噴火警報・予報に準じて
伝達される。」を追加

青ヶ島 マニュアル編 マ-5 マ-6
第４章　防災関係機関の対応
３　避難情報の発令
（１）避難情報の発令

「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正

青ヶ島 マニュアル編 マ-5 マ-6 （１）避難情報の発令 「「避難勧告」もしくは「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

青ヶ島 マニュアル編 マ-5 マ-6 （１）避難情報の発令 「「避難勧告」又は「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

青ヶ島 マニュアル編 マ-5 マ-6 （１）避難情報の発令
「危険が及ぶおそれがあると認める場合は、屋内での待避等の安全確保措置の」を
「危険が及ぶおそれがあり、かつ、事態に照らし緊急を要すると認める場合は、緊急安全確保措置の」に修正

青ヶ島 マニュアル編 マ-5 マ-6 （２）都への報告 「支庁長を経由し、」を削除

青ヶ島 マニュアル編 マ-5 マ-6 （３）「避難準備・高齢者等避難開始」の発令基準 「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正（3箇所）

青ヶ島 マニュアル編 マ-5 マ-6 （３）「避難準備・高齢者等避難開始」の発令基準 「避難支援等関係者に「避難準備」を伝達する。」を「避難支援等関係者に避難の準備を伝達する。」に修正

青ヶ島 マニュアル編 マ-5 マ-6 （４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準 「「避難勧告」・「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

青ヶ島 マニュアル編 マ-5 マ-6 （４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準 「「避難勧告」は、噴火警戒レベル５が発表されるなど」を「「避難指示」は、噴火警戒レベル５が発表されるなど」に修正

青ヶ島 マニュアル編 マ-5 マ-6 （４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準
「又は住民等の安全確保のため必要と判断した場合に発令し、緊急を要するときは「避難指示（緊急）」を発令する。」を
「又は住民等の安全確保のため必要と判断した場合に発令する。」に修正

青ヶ島 マニュアル編 マ-5 マ-6
（４）「避難勧告」・「避難指示（緊急）」の発令基準
表　島外基準の判断要素

「震度５程度の有感地震」を「震度５程度の地震」に修正

青ヶ島 マニュアル編 マ-12 マ-12
第２章　噴火警戒レベル２（山頂噴火）
２　各機関の活動態勢

「第１非常配備態勢」を「非常配備態勢（第一段階）」に修正

青ヶ島 マニュアル編 マ-16 マ-16
第３章　噴火警戒レベル３（山頂噴火）
２　各機関の活動態勢

「第２～３非常配備態勢」を「非常配備態勢（第二段階）」に修正

青ヶ島 マニュアル編 マ-23 マ-23
第４章　噴火警戒レベル４（山頂噴火・山腹噴火）
２　各機関の活動態勢

「第３非常配備態勢」を「非常配備態勢（第三段階）」に修正

青ヶ島 マニュアル編 マ-32 マ-32
第５章　噴火警戒レベル５（山頂噴火・山腹噴火）
２　各機関の活動態勢

「第３非常配備態勢」を「非常配備態勢（第三段階）」に修正

青ヶ島 附属資料 附-3 附-3
３　港・ヘリポート
（１）港
港湾（避難港）

物揚場の区分について、「水深-15.0」、「延長166」を
「推進-3.0」、「延長54」に修正

青ヶ島 附属資料 附-3 附-3
３　港・ヘリポート
（１）港
港湾（避難港）

防波堤の区分について、区分ごと削除
「青ヶ島村地域防災計画（令和元年度改正）」を「東京都地域防災計画震災編（令和元年修正）」に修正

青ヶ島 附属資料 附-6 附-6 資料第３　東京港係留施設 「令和元年12月現在」を「東京都地域防災計画震災編（令和元年修正）」に修正

青ヶ島 附属資料 附-8 附-8 （２）第三管区海上保安本部 船名「はやかぜ」の総トン数を「23」から「19」に修正、全長を「20」から「18」に修正

青ヶ島 附属資料 附-8 附-8 （２）第三管区海上保安本部 船名「はやかぜ」の全長を「20」から「17」に修正

青ヶ島 附属資料 附-8 附-8 （２）第三管区海上保安本部 船名「ゆりかぜ」の総トン数を「23」から「26」に修正

青ヶ島 附属資料 附-8 附-8 （２）第三管区海上保安本部 船名「おおすみ」から「さがみ」に修正

青ヶ島 附属資料 附-8 附-8 （２）第三管区海上保安本部 船名「いず」の総トン数を「1,500」から「3,500」に修正

青ヶ島 附属資料 附-8 附-8 （２）第三管区海上保安本部 船名「きりかぜ」の総トン数を「23」から「26」に修正

青ヶ島 附属資料 附-8 附-8 （２）第三管区海上保安本部 船名「きりかぜ」の幅を「4.3」から「4.5」に修正

青ヶ島 附属資料 附-8 附-8 （２）第三管区海上保安本部 船名「しおかぜ」を削除

青ヶ島 附属資料 附-8 附-8 （２）第三管区海上保安本部 船名「たまかぜ」を削除

青ヶ島 附属資料 附-8 附-8 （２）第三管区海上保安本部 「令和元年12月現在」を「令和4年10月現在」に修正

青ヶ島 附属資料 附-9 附-9 （３）海上自衛隊（横須賀） 新たに船名「まや」、総トン数「8,200」、全長「170.0」、最大幅「21.0」、喫水「6.2」を追加

青ヶ島 附属資料 附-9 附-9 （３）海上自衛隊（横須賀） 新たに船名「もがみ」と「くまの」、総トン数「3,900」、全長「133.0」、最大幅「16.3」、喫水「4.7」を追加

青ヶ島 附属資料 附-9 附-9 （３）海上自衛隊（横須賀） 新たに船名「ひらど」、総トン数「690」、全長「67.0」、最大幅「11.0」、喫水「2.7」を追加

青ヶ島 附属資料 附-9 附-9 （３）海上自衛隊（横須賀） 「令和元年12月現在」を「令和4年11月現在」に修正

青ヶ島 附属資料 附-10 附-10
３　航空機
（１）東京消防庁

機体名「ひばり」の型式を「ユーロコプター式」から「レオナルド式」に修正

青ヶ島 附属資料 附-10 附-10 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」の巡航速度を「252」から「235」に修正

青ヶ島 附属資料 附-10 附-10 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」の航続時間を「５時間54分」から「6時間11分」に修正

青ヶ島 附属資料 附-10 附-10 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」の航続距離を「1,105」から「1,206」に修正

青ヶ島 附属資料 附-10 附-10 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」の座席数（乗員含む。）を「23」から「21」に修正

青ヶ島 附属資料 附-10 附-10 （１）東京消防庁
機体名「ひばり」の座席数（乗員含む。）を「ターボメカ式1,877馬力×２基」から「ゼネラル・エレクトリック式2,104馬力×２基」
に修正

青ヶ島 附属資料 附-10 附-10 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」の消火装置（容量）を「胴体下部取付式」から「胴体下部吊下げ式」に修正

青ヶ島 附属資料 附-10 附-10 （１）東京消防庁 機体名「ひばり」のスリング（最大つり下げ重量）を「3,000」から「2,800」に修正

青ヶ島 附属資料 附-10 附-10 （１）東京消防庁 「令和元年12月現在」を「令和4年11月現在」に修正

青ヶ島 附属資料 附-11 附-11 （２）警視庁
表を最新の情報に修正
「令和２年１月現在」を「令和５年４月現在」に修正

青ヶ島 附属資料 附-12 附-12
（３）第三管区海上保安本部
ア　機種・型式

羽田航空基地と巡視船「あきつしま」搭載機の型式を「ユーロコプター式」から「エアバス・ヘリコプターズ式」に修正
「巡視船「おおすみ」搭載機」から「巡視船「さがみ」搭載機」に修正

青ヶ島 附属資料 附-12 附-12 イ　性能
シコルスキー７６Ｄの搭載能力の物資（kg）を「235」から「96」に修正
「令和元年12月現在」を「令和4年10月現在」に修正

青ヶ島 附属資料 附-13 附-13 （４）陸上自衛隊・航空自衛隊
CH４７J（大型ヘリ）とＵＨ－６０Ｊ（中型）の使用燃料を「ＪＰ－４Ａ」から「ＪｅｔＡ－１＋」に修正
「令和２年１月現在」を「令和５年９月現在」に修正

青ヶ島 附属資料 附-14 附-14
資料第５　関係機関連絡先
１　官公署

教育庁八丈出張所の電話「04492-２-2889」を電話「04492-２-0742」に修正

青ヶ島 附属資料 附-14 附-14
資料第５　関係機関連絡先
１　官公署

東京都漁業用海岸局の所在地「八丈町三根4222-1」を所在地「八丈町三根4222」に修正

青ヶ島 附属資料 附-20 附-20
資料第７　広報文例・表示板等例
１　広報文例
（３）避難準備・高齢者等避難開始

「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正（3箇所）

青ヶ島 附属資料 附-20 附-20 （３）避難準備・高齢者等避難開始 「“evacuation preparation” and 」を削除

青ヶ島 附属資料 附-24 附-24
資料第８　火山防災に関する情報
１　気象庁が発表する情報
（１）噴火警報・予報

「噴火警報は、生命に危険を及ぼす火山現象」を「噴火警報は、噴火に伴って、生命に危険を及ぼす火山現象」に修正

青ヶ島 附属資料 附-24 附-24 （１）噴火警報・予報 「その拡大が予想される場合に」を「その危険が及ぶ範囲の拡大が予想される場合に」に修正

青ヶ島 附属資料 附-24 附-24 （１）噴火警報・予報
「噴火警報を解除する場合等には、」を「火山活動の状況が静穏である場合、あるいは火山活動の状況が噴火警報には及
ばない程度と予想される場合には」に修正

青ヶ島 附属資料 附-24 附-24 （２）噴火警戒レベル 「避難準備」を「高齢者等避難」に修正

青ヶ島 附属資料 附-24 附-24 （２）噴火警戒レベル
「火山防災協議会で合意された避難計画等に基づき、」を
「火山防災協議会で合意された避難開始時期・避難対象地域の設定に基づき、」に修正

青ヶ島 附属資料 附-24 附-24 （２）噴火警戒レベル 「入山規制や避難勧告等の防災対応をとる。」を「入山規制や避難指示等の防災対応をとる。」に修正

青ヶ島 附属資料 附-24 附-24
（２）噴火警戒レベル
図

噴火警戒レベルの図を最新の情報に更新

青ヶ島 附属資料 附-25 附-25 （３）噴火速報
「①噴火警報が発表されていない常時観測火山において」を
「①噴火警報が発表されていない常時観測火山（※1）において」に修正

青ヶ島 附属資料 附-25 附-25 （３）噴火速報
「②噴火警報が発表されている常時観測火山（※1）において、噴火警戒レベルの引き上げや」を
「②噴火警報が発表されている常時観測火山において、噴火警戒レベルの引上げや」に修正

青ヶ島 附属資料 附-25 附-25 （３）噴火速報 「伊豆諸の火山では」を「伊豆諸島の火山では」に修正

青ヶ島 附属資料 附-28 附-28 （６）その他の情報等
「写真や図表を用いて、火山の活動の状況や警戒事項について、定期的又は必要に応じて臨時に解説する資料」を
「写真や図表を用いて、火山の活動の状況や警戒事項等について解説するため、随時及び定期的に公表される資料」に修
正

青ヶ島 附属資料 附-28 附-28 （６）その他の情報等

「噴火（ごく小規模なものは除く。）が発生したときに、発生時刻や噴煙高度等を知らせる情報。おおむね30分以上、連続的
に継続している噴火について、その状態が継続している場合には「連続噴火継続」、停止した場合には「連続噴火停止」と
知らせる。」を
「噴火が発生したことや、噴火に関する情報（噴火の発生時刻・噴煙高度・噴煙の流れる方向・噴火を伴って観測された火
山現象等）を噴火後直ちに知らせる情報。」に修正

青ヶ島 附属資料 附-28 附-28 （６）その他の情報等
「火山現象に関する海上警報は、噴火の影響が海上や沿岸に及ぶおそれがある場合に発表される。」を
「噴火の影響が海上や沿岸に及ぶ恐れがある場合に発表される。」に修正

青ヶ島 附属資料 附-28 附-28 （６）その他の情報等

「航空機のための火山灰情報として、航空路火山灰情報が提供されている。火山灰は、航空機のエンジンに吸い込まれる
とエンジンが停止したり、操縦席の風防ガラスに衝突すると擦りガラス状になり視界が利かなくなったり、飛行場に堆積する
と離着陸できなくなるなど、火山灰による被害は多岐にわたる。このような被害を回避するため、火山灰の分布や拡散予測
を含む航空路火山情報（VAA）の提供を行う航空路火山灰情報センター（VAAC）を世界9か所に設置することになり、日本
においては、気象庁が東京VAACとして、民間航空会社、航空関係機関、気象監視局、他のVAACにVAAを提供してい
る。」　を
「噴火による火山灰が航空機の運航に与える影響を回避するために発表する航空路上の火山灰情報（火山灰の分布や拡
散予測,VAA）。
予報期間は最大で18時間。気象庁が、東アジアおよび北西太平洋地域を担当する航空路火山灰情報センター（東京
VAAC）として、民間航空会社、航空関係機関、気象監視局にVAAを提供している。東京VAACは東アジア・北西太平洋及
び北極圏の一部に対する監視と情報提供を担当している。」　に修正

青ヶ島 附属資料 附-29 附-29
２　国土交通省が発表する情報
（１）土砂災害緊急情報

「避難勧告等の防災情報を」を「避難指示等の防災情報を」に修正

青ヶ島 附属資料 附-29 附-29
３　市町村等が発表する情報
（１）避難準備・高齢者等避難開始

「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に修正（3箇所）

青ヶ島 附属資料 附-29 附-29 （１）避難準備・高齢者等避難開始 「必要と認める地域の居住者等に対し」を「必要と認める地域の必要と認める居住者等に対し」に修正

青ヶ島 附属資料 附-29 附-29 （１）避難準備・高齢者等避難開始 「居住者等は、非常用持ち出し品などを用意するなど、避難準備を行う。」を削除

青ヶ島 附属資料 附-29 附-29 （１）避難準備・高齢者等避難開始 新たに「また、居住者等は、非常用持出品などを用意するなど、避難準備や、自主的な避難を行う。」追加

青ヶ島 附属資料 附-29 附-29 （２）避難勧告、避難指示（緊急） 「避難勧告、避難指示（緊急）」を「避難指示」に修正

青ヶ島 附属資料 附-29 附-29 （２）避難勧告、避難指示（緊急） 「「避難勧告」及び「避難指示（緊急）」」を「「避難指示」」に修正

火山避難計画修正箇所一覧【青ヶ島】
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青ヶ島 附属資料 附-29 附-29 （２）避難勧告、避難指示（緊急）

「避難勧告は、危険が迫り避難が必要と認める地域の居住者等に対し、避難のための立退きを促すものである。避難指示
（緊急）は、より危険が切迫している場合、避難が必要と認める地域の居住者等に対して、避難のための立退きを指示する
ものである。」を
「避難指示は、避難が必要と認める地域の必要と認める居住者等に対して、避難のための立退きを指示するものである。」
に修正

青ヶ島 附属資料 附-29 附-29 （２）避難勧告、避難指示（緊急）

「また、避難のための立退きを行うことがかえって危険な場合には、屋内での安全の確保を行うことが指示されることもあ
る。」を
「また、避難のための立退きを行うことがかえって危険であり、かつ、事態に照らし緊急を要する場合には、近傍の堅固な建
物への退避、屋内の屋外に面する開口部から離れた場所での退避等、緊急に安全を確保することが指示されることもあ
る。」に修正

青ヶ島 附属資料 附-33 附-33
資料第９　火山用語
【た】

テフラの説明について、
「火山噴火によって大気中に噴出され、地表に堆積した降下火山砕屑物の総称。」を
「火山噴火によって噴出された火山砕屑物の総称。」に修正

青ヶ島 附属資料 附-35 附-35 （参考）
「・火山活動解説資料（web版）「火山」の用語に関する解説（気象庁）」を
「・気象庁が噴火警報等で用いる用語集（気象庁）」に修正
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